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4 定時評議員会決議お知らせ

昭和49{f. 3月28nIJ II 似の定11与野- 局員会におきま して，下記のとおり承

認可決されましたので， 乙乙 IC会告いたします。

1. 議長及び副議長の選任

議 長 小 川 A 氏( 竹中工務庖)

副 議 長 相 川 三 郎氏( 西野田工高)

2.  役員の選任

会長，副会長 1名，理事 13名，が選任されました。

昭和49年 4月，新 ( 重) 怪 ・留任，会長・副会長 ・理事氏名

昭 和49年 4 月、新 ( 重 ) 任・ 留任 会長 ・副 会 長 ・理事氏名

加ば if( )  イE Wi fI 

会 長 塚 本 猛 次( H 池 .世 m
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Ｎ ｾ大理石の工場と関ケ原古戦場をたずねる

一一関ケ原石材 ( 株) 本社工場の見学一一

30億年の地球の歴史が生みだした美の結晶，石の王者とよぶにふ S わ

しい大理石は，古来より建築，彫刻，美術工芸品の素材として重用さ

れ，よく風雪K 耐えて，不朽の名作のいのちを今日までに伝えておりま

す。今回は日本でも代表的な大理石の工場を関ケ原石材株式会社殿のど

厚意で見学するととにいたします。

近年特IC建築界で注目されておりますプレキャストコンクリートと石

材の結合美として実現されたモーザイ工場をはじめ，正確，じん速に裁

断を誇る大鋸工場，大理石，花商岩の加工工場，豪華な大理石のモザイ

日 本 建 築 協 会 会 告

ク， レリーフ，彫刻などの工芸工場ーなどをつぶさに見学できる乙とは ，

またとない機会です。なお同時に天下分自の関ケ原古戦場跡も見学する

予定です。多数ど参加下さい。

日 時 6月15日( 土) 集合 9. 30→解散 19. 30

集合場所 阪急梅田 ・三番街 l 階 ・映函館「阪急プラザ」東側

「有馬行急行パス J のりば付近 ・目標会旗

定 員 20名

会 費 5∞円( 昼食代，その他〉

(別 K 名神高速パス料金〔片道分 620円〕実質をいただきます。)

行 程

9. 40→大阪発 ，日本高速パス乗車

11. 53→関ケ原 I C若

12.10→13. ∞ 昼食 ・休憩

13. ∞ →15. 30 関ケ原石材本社工場見学

15. 30→17. ∞ 古 戦場跡見学

17.06→関ケ原 1 C 発日急パス乗車

19. 30→大阪着 ・解散

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に 1枚限りとし ， i 関

( 付記)

ケ原石材工場見学会」と明記し，氏名 ・勤務先名 ・所在地・

役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上5 月

末日までに建築協会事業課へ。ただし定員を超過したときは

摘せんで決定して ，参加証をお送りいたします。

今回は名神高速パスを利用いたしますので，乗車券は l 括予約購入に

なります。参加者は大阪よりど乗車願い，また一般の乗客も同乗いたし

ますからど了承下さい。ただし帰路は自由行動にいたします。( 途中下

車 ，国鉄利用も可)

ｾｉ 読者の頁 ｊ Iニュース」欄への投稿のお

願い

本誌『建築と社会』では，毎号「読者の頁J i ニュース」の欄を設け，

会員 ・読者諸氏の交歓 ・交流の場としておりますが，今後さらに，乙の

欄の充実のため会員 ・読者の方より，また，一般の方よりど投稿をお待

ちしております。

「読者の頁」欄は，テーマは自由ですので，日頃考えておられる建築

界の乙と ，建築と社会とのつながりについて ，あるいは職場における技

術者の諸問題，専門技術上の問題，さらに生活環境の問題，書評，弊誌

に対する感想などお寄せ下さい。

「ニュース」欄には，ユニークな新建築の工事，建築界での行事 ・会

合 ・出来事についてのニュースなどお寄せ下さい 。

論文 ， レポー ト形式のものも歓迎いたします。

編集委員会投稿欄小委員会

l s 

1. 字数は ，原則として1000字程度を基準としますが，特IC ，制限いた

しません。

2. 説明用の図面 ・写真 ・パースなども添付下されば，なお幸いです。

3. 掲載の分には，規定の稿料を差し上げます。

4. 投稿期日は随時です。

5. 干 541 大阪市東区北浜 3 - 3 7

社団法人 日 本 建 築 協 会 編 集 部 宛 (06) 231- 9648 

建築と社会/1974年 5 月号 1  



4 日本建築協会昭和49年度収支予算

一 一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

ーー去 る 3 月28日開催の定時評議員会に おいて承認されました 。一一

定勘般

部の出支部の入収

雑 誌 賛 25. 300. 000円

講 演 講 習 会 資 2. 180. 000 

集 会 費 3. 450. 000

契 約 約 款 費 1. 450.  000 

建築デー タシート 発行資 3. 100. 000 

調 査ｾ 200. 000 

住 宅 相 談 所 費 4. 800. 000 

会 員 名 簿 発 行 主主 6. 400.∞o  

雑 1. 900. 000

計 48. 780. 000

総 会， 評 議 員 会 費 350. 000 

理 事 会 費 150. 000 

部 会 費 50. 000

額金目資目手ヰ額

会

金

19. 320. 000円

1. 260.  000 

11. 200.  000 

300. 000 

32. 080. 000 

員

員

員

員

目

会

会

会

会

計

方

体

費

正

地

図

准

入

目

収費

科

資

会 議 費

常 設 委 員 会 費 560. 000 

特 別 委 員 会 費 50. 000 

計 1. 160. 000 

支 部 交 付 金 924. 000 

支 部 費 支 部 補 助 金 180. 000 

計 1. 104. 000 

電 話 料 720. 000 

通 信 費 30. 000 

業事

講 演 講 習 会 収 入 2. 860. 000 

集 会 収 入 2. 850. 000 

契 約 々 款 売 上 収 入 2. 500. 000 

事 業 収 入 建築データシート収入 3. 410. 000 

住 宅 相 談 所 収 入 5. 000. 000 

会 員 名 簿 収 入 7. 550. 000 

雑 1. 320.  000 

計 50. 790. 000 

雑 収 入

雑 収 入 100. 000 

計 100. 000 

メ'"、 計 計 82. 970. 000 

25. 300. 000 入収誌雑

1. 080. 000  

1. 2∞. 0∞ 

360. α) ( )  

3∞. 000 

240. 瓜) ( )

3. 930. ∞o  

給 14. 335. 000

当 100. 000

当 I 480. 000 

当 1 180. 000 

与 5. 975. 000

21. 070.  000 

資

質

通

物

兵

交

金

劇

房

費旅

集

印

文

雑

Eま務事

計

会 館 特 別 勘 定

本

家

役

超

賞

手

手

手

族

職

動

額金目資自科

与給

金

料

入

部

計

の

入

室

収

入

繰

貸

雑

A

ロ

収

636. 000 

684. 000 

50. 000 

130. 000 

240. 000 

1. 740.  000 

計

健 康 保 険 料

厚 生 年 金 保 険 料

労 災 保 険 料

失 業 保 険 料

福 利 厚 生 資

計

鼠 諜

i!f 

3. 500. 000円

360. 000 

10. 000 

3. 870. 000 

金

料

入

入繰

室

収

計

2  第

貸

雑

経

ロ l " " ι VoJ， v v v  

建 物 償 却 費 587. 000 

償 却 資 イ十 器 償 却 資 176. 000 

計 763. 000 

予 備 資

予 b首 まｾ 4. 000 

計 4. 000 

( 支払利息) ( 借 入 金 利 子)
。

ρ口、
3. 870. 000 

金

費生厚
部の出支

150. 0∞ 

150. 000  

E聖諜賦

3. 500. 000 

3. 500. 000 

" 入 金会 館 勘 定

計

会 館 勘 定 繰 入 金

計 1. 000.  000 

償 調] 貨

利ー 器 償 調l 資 50. 000 

音| 50. 000 

予 備 資

予 fj l/i 資 486. 000 

昔「 486. 000 

(繰越損金補填金) ( 繰越損 金 補 填 金)
。

メミ

'" 

1. 000.  000 

82. 970. 000 

金当51 金職

計-

退

退 職 金 引 当 金

2  



目的 ・ … … 学校を卒業し新採用された建築技

術者を対象として学校教育における一般知識の不

• 
足を補い ，建築工事実務において直ちに役立つ実

際的知識を ，各方面におけるそれぞれのエキスパ

ートを講師とし，系統的 lζ 講習を行う事によって

従来長期を要した経験的知識をも短期聞に ，かつ

より有用な技術者を養成しよう確実に把握させ ，

とするものであります。

z  

z  

z  

=  

=  

建 築 工 事

実務講習会

昭 和 4 9 年 度

(第 2 8 回・ 第 2 9 回)

日 本 建 築 協 会社団法人催主

〒 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3  7  

電 話 (231) 9640 ・9648 ・9649 番

- 第 四 回 建築工事実務講習会

昨年に工高を卒業した建築技術者

本年大学を卒業した建築技術者

6月20日( 木) .21 日( 金) .22日(土〉

24日( 月) .25 日( 火) .26日(水〉

【6 日間】

午前 9時→午後 5時【 7時間】

1 5 0 名

期

義

員

対象者

. 6.  

τ0 ;  

務

定

- 第28回 建築工事実務総習会

本年工高を卒業 した建築技術者

5月24日( 金) .25 日( 土) .27日( 月)

28日( 火) .29日( 水) .30日( 木)

【6 日間】

午前 9時→午後 5時【 7時間】

1 5 0 名

義

員

対象者

会 期

講

定

大阪科学技術センタ - 4 階401号室 ( 大阪市西区籾 1 丁 目118番地) ・但し市ノイス靭公園前

- 地下鉄四ツ橋線 「本町駅」より北へ20 0 m左側

場園 会

- 申込方法

第28回は 5月20日， 第29

回は 6月15日までに ，申

込書( 便筆でも可) に受

講料を添えて( 現金送金

も可) 主催事務局へ願い

ます。但し定員に達し次

第申込を〆切ります。

・受付時間

毎日 ・午前10時→午後 5

時まで。但し土，日， 祭

日は休み 0

・受講料 1名 9，000円

・講習時間表 ( 受講券)

申込受付の際 lとお渡し，

またはお送り します。

・講習の修了証書

最終日の終講式でお渡 し

します。

工事機械と工器具類

現 場 製 図

設 備 工 事

誠之助 (喜阪ぜ展EF協会)

修(空鴻事池豊)

夫(議 官Z昔話)

計( 賢司震建 J E)

雄(空務商品究室謀豊)

ー Ｈ 主成建般車大阪支ｾ Ｉ

昌 宏 (222工空も: : )

井 手 孟 雄 (還す2TTE)

積算，木工事，屋根工事. -lj-.:; シュ外工事 |徳 永 義 文 ( 患T S暗号せ)

ブロック工事 |西 山 長司( 望 f st盗事室)

斎 藤 誠( 建築詰硲要銀豊)

木 下 幸 一 ( 契 阪 毒 械 霊 場 豊)

越 本 昌 弘 (望大器組員務主) I  

佐藤秀久 Ｈ ｅｊｚ､ 工術もｾ Ｉ I  

師講自科義ｾｾｴ＠

居

藤

中

巾

建築工事の着工から竣工までの業務総論

材料と検収とその管理

現場に関する諸法規とその手続 陽

成

橋

田労務管理と安全管理

仮設物と仮設材料

計 画

蕊礎 ・地業工事

工施

鉄筋コンクリ ー ト工事，鉄骨工事

石工事，タイ J レ工事，

防水工事，左官工事，塗装工事



北大阪トラックターミナル

所 在 地 : 茨 木市 島

面 積 : ターミナル完成部分 175，600m'  

計画面積 221 ，300m' )  

: 路線ホーム 424パース

エ 鍛 : 昭 和48年 3 月~昭 和49年 2 月

監理ー 大 阪 府 都市 開 発、 日建設計 大 阪 本 社

ェ ・奥村組、 大 林 組 、 松 村 組

近 畿 電気工事、 須 賀 工業

の惣定 bこIJ ;づ く1i:; 本方針によ り、北大阪、東大阪

ニ(1) -1冨と L て、昭如43 年 ロ月. . ｾ定本市島 ・ 野々宮 地 区の 約 ＱＰＰ ha の敷地に、

j.;.!:J，p計画北大阪

など、それに公益施設であ る。

品、化宇慰品などの製造業を 中心として内

L 仁また、物資流動の面で L これを反映してきてい る。 こ

の傾向は、内陸工業地借の箆備、開発という地成開発の方針をうけて、今後 L 続

くらのと恩われる 。加 えて、近年、ょの地区の人口のf申ぴが著しく、それにとむ

ない生活関連物資、殊に地域消費に結びついた 食料品などの; 存裂がTiI.kすると予

想 され 、これらの流通機構の近代化 を意図して配送センター及 ひ・中央卸必市場な

と・の強制ii Ｑ［ Ｈ ｦｗ ｴ ｦＮ ｾ されている 。

一方、計画J也の交通条件は、名付 _ rj1悶縦1' I 1レー トという国土 -: 1申線に近接した、

東日本と西日本の 自動車交 II自の結節点にあ るため、 トラ y クターミナルを中心と

する雑貨小口 1昆載輸送については、. J t 自己機能と共に中継基地としての性格の強い

むのとなる 。

3  



. 北大阪トラ ックタ ーミナルの施設計画

トラ y クターミナルとは鉄道輸送における 貨物駅、海上輸送における港湾施設、

そして 航空輸送における空浴施設に当るもので、陸上トラ y ク愉送のための総合

交着施設である.

大阪府都市開発が最初に若手した東大阪流通センターは、 西 日本最大の流通基地

として既に完成してお リ、引続き東大阪を上廻る規模と 機能をも っ北大阪流通セ

ンターの第一期分が完成したのである.

中ターミナル I立、最近の鎗送形態の変化による自動車輸送の地大によリ、郷市内

に点在する小規t甚な地E生利用 のための 部市内交通の混雑緩和及び物的流通の 合理II

化. 円滑化をはかるためのむのである.

4  

北大阪トラ ，7 j ーミナルの路線貨物 1 日取扱琵を 10，000 トンの能力とするが、

これは、北大阪流通圏域て・の総: 予掴IJ取扱訟の彩j y. 、新設必要ターミナル取扱誌の

約% に当る ( 昭和50年) 。また、このうちの 3，400 トンは中継貨物と予定! される 。

これに必要な桜合せホーム のパー ス数は路線 424パースとなり、プラットホーム

巾は 20mと25 mの 2H[ 類、プラソトホーム長さは 99. 3mと 151. 3  mの 2極 類、合

計12練 の総桜合せプラ y トホーム而梢は 32，66001。これに現場'J'; 務所はプラッ ト

ホーム の有効利用上、ホーム両端に集約している 。 これに付属 して必要な 駐車場、

給油所、タイヤサービス、洗車場、仮眠所Ｎ独身寮、食堂、浴室、理安室、休 ｾＱＡ

室、完底等の厚生総設及び管理関係施設を 2 号地( 第一期建設工‘ J'; ) に配 fli し、

1号地( 次期建設工事予定) には保管J i l ! 付税合せプラ y トホーム、 I也場業者のm



配センタ一、保管ｊＱｬ￮ｾ具志った利用形態の施設と修理工場を予定している 。

干i'1合せプラ y トホーム の向きは長手方向を東西にとったが、これは西風の多 L 、大

阪で風雨を出来るだけさけるためと、主要道路と出入口の関係がうまくなる 。ま

た構内 の王姿通路 は一方通行 を原則として各施設を配置すると共に、十分な空I也、

操車場及び緑地面械を取るよう努めた。

. 地盤沈下対策

一般に流通施設等は今後、確保しやすい用地として、臨海埋立地や、低湿地帯な

ど軟弱地盤の 上 に建設されるケースが多くなろう 。 その場合、主主家はわLによって

支持されることになるが、路面や土問、プラットホ ムの沈下が問題となる。 そ

の対策と、設計に際して留意した点は土聞をコンクリートスラプとして杭で支

持する 。 沈下量を予 iJII J して、その有Ii 修の方法等をあらかじめ検討しておく 。杭で

支持した部分とそうでない部分の取合 L 、に注意を払 う。特に、設相11配管類は不同

沈下 に応 じられるよう設計した。 これ以外に造成から箱設の建設までのJ i ¥J に出来

るだけ JI/JfiiJ をとって、圧' l t . ' 沈下をあらかじめ進行させておく、地盤改良を行う、

等町方法があるが今回は 期間等に余裕がなく 出来主か った。

この計画に際して種々御指導を頂いた大阪府土木部都市繋備諜および大阪府の| 民l

係謀、 そして立案に |刻する調査研究に際 し-ct 重な資料と御高 見を頂いた 関係各位

に謝意を表します。 ( 文}'f 日建設計 小川一郎)
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質疑などの投稿をお待ちしております。

よる午前八時から午後四時まで ( j主の区域内にあっ

ては、午前九時から午後三時まで) のnll においてそ

れぞれ表( は川lの弁J j ' j に掲げる平均J也鈴蘭からの向さ

の水平iiii (表ω側 に仰げる地域又は区域外の百JI 分放

ぴ当該建築物の敷地内の古1I 分を| 徐 ( ，) に、敷地境界

線からの水平距離がJ i l ートルを超え十メートル以

内の範囲においては表仁川聞のれ庁l に仰げる時nll 以上、

敷地境界線からの水干距離が十メ ー トルを紹える範

80 

| 羽においては表( 11)側の弁明に掲げる時n:1以 L 日;J 診と

なる古1I 分を生じさせること の ないものとしなければ

な らない L の とする 。

建築基準法の一部改正について

2  地方公共団体は、気候新し くは風土の特係1 ' 1 : 又

は土地利用 の状況によ' ) 必裂と認める場合において

は、政令で定めるところにより、条例で、表(に)術u立

ぴ( 11)側に掲げる時1::1にかえて、これと j' t，なる 11寺I:ll を

定めることができる L の とする 。

一昨年の千日デパートピル、 IIj' 年の大洋デパート等

の火災事故、並びに最近の中高府建築物により日照

阻害による住環境悪化にともなう住民とのトラブル

等の対策として国においては、 「既存のi ' i 1' Wi 等に

対して防災上必要な| 坊火避難施設の設置を義務づけ

るこ とについて」並びに「市街地環境の忠利lii の促進

のための方策について 」 を建設大臣の諸問機1>¥1であ

る建 築審級会に諮問されていたものであるが、この

たび当 務総会から答申がなされ 、これにと L ない建

築必説法のー苦11を次の法律案要綱にもとづき改正さ

れよ 4 としているところであり 、当該法律家は去る

3 月8 日間議決定され、 3 月11 日国会に上経されて

いるところであります。 国会のi I 自治の弘通しについて

は先に上程されいる国土総合開発法案との関係上未

だ未確 定でありますので取りあえず法律笑要綱を他

滅 いたします。Ｈ大阪 ｉＨＮｦ 往築指呼 ｉｾ 主幹 ｾｊ ｉｴ IJ;( 1狗)

建 築 基 準 法の 一部 を

改 正 す る 法 律 案 要 綱

第一 建築確認を要する特殊建築物の範囲の拡大

建築等について舵訟を要する特殊建築物の範凶を紘

大し、現行のザ校、病院、劇場、百 1'( 問、旅館等の

ほか、新たにキャバレー、ナイトクラブ、遊役場等

を加えるものとする。 ( 第六条第一政第一号ー|弘H長)

第 二 検 査 済 証 の 交 付 前 の 建築物の使用制限

特殊建築物等を新築する場介又は W/ 築、大規肢の修

締等の工目l与てつ出総施j ) [ 等に| 刻するむ の をする場合に

おいては、原則として当該怨築物は i! E J l l してはな ら

ないものとする 。 ただし、特定行政庁が、安全上、

| 坊火上文は j控餓上支防がないと認めて if<. 認したとき

は、仮に、使用することができるも の とする 。

( 第七条 の二 、第十八条 I¥¥H系)

第三 工事中の特殊建築物等の使用制限

特定行政庁は、工 Ｇｉｾ の地工 Ｂ Ｂ に ｷ 閉されている特殊

建築物等がお: しく安全 l二、ド;)j 火 J '，又は j控雌上支lnが

あると認めるときは、当 ET主，建築物の所イ i .fi ｾ Ｇ ｦ に対し

て使 Jf lの然 It 、使用の制限そ の他必要な tiff丘をとる

ことを命ずることができるものとする 。

( 第九十条 のー!日l係)

第四 既存の百貨l吉等に対する避難施設等の設置の

義務づけ

百 1'( 庖、ホテル、病院、キャバレーその他政令で定め

る特殊建築物及びこれらの絞介川 i主役築物_ ，j t ぴに地

下街で一定規段以上のものについては、既存の L の

に対しても階段、 li) j 火区画等の避隊、| 切火又は消火に

|日! する規定で政令で定める L ののi車問があるも のと

する 。 ζ の ｦ ｧ ｩ イ＿において、数 ｊ 也、村 Ｇｦｪｩｬｾ ＱｦにＡ日 ｬ する午年

別 の ・ ｉ ｾ 怖があるときは、 Ｍｩｬｬ ， ｬｬｬ 大臣が戸 Ｇ ｊ ｾ Ｂ Ｇｦ以 ｼ ー の 効力

があると認める構造方法を川いることができるものとする。

( 約八 l“ 六条のー二|見H系)

第五 工事中の建築物の安全上の措置 等に関する計

函の届出

第四に掲げる建築物の ｩｬｬｾ Ｚ￈は、当，該建築物 の 避雌

施設苦手にｼ刻する工 Ｇ ｉ ｾ をする場介は、あらか じ め、当該

工 事中 の安全土のflf 託等に| 品lする，j J - 阿』 l?を作成して

特定行政庁に届け rHなければならない L のと する 。

( 第九十条の ご関係 )

第 六 用 途 規 制

第二純 i主U71早川地域内で怨築してはなら主い建築物

として、次の作号に仰げるむのを加えるむのとする 。

一 三 ｼ滑以上の部分を第 一 般 ｦ￬ｽ￭ Ｇ ［Ｇｾ Ｇ ｐ ｉｬ地域内におい

て建築することができない，匙築物の用途に供するらの

こ 第ーやfif五府専用地威内において建築することが

できない，建築物のmi 主にf J tするむのでその用途に{ 止

する古1¥分の床 ii l I f t ' t の合計が千五百平方メートルを越

えるもの (首¥pq十八条第二tti &び日Ij 表第二 1¥¥1係 )

第 七 容 積 率

1  前而道路の阿只による谷fi't率の制限について、

第 一 位住 ｽＢ［Ｇｾ Ｇ ｦｊｔｉ 地域、第 二 位 ｩ 主 ｊ ， ｬｦ 専川地域析しくは

住居地域文は特定行政庁が行 JS市計画地方務議会のi飛

を経て定める区域内の建築物にあ っては現行の十分

の六併を改め、十分の四位トとするものとする 。

( 第五十二 条第一項関係 )

2  r.rS市，j j - jilij において A められる第二純{ 工析専用地

域内の，注築物の谷被率として、現在の十分の二十、十

分のごe 十及び十分の四卜のうち十分の四十を廃止し、

新たに卜分の十及び十分の十五を加えるむととする 。

( Ji; 1  fi )  

第 八 建ベい率

r.r l市，jj' 固において定められる第二 同{ 主 }r'; '専問地域内

の建 築 物の建 ぺ い率として、 JJL.(E のト分の六のほか

に、新たに卜分の三 、十分の凹& ぴ十分の五を 1J Il ;と

えるし の とする。 ( 第五十三 条第一刻関係 )

第九 第一種住居専用地域内における建築物の高さ

の限度

，建築物の4.5 きがトノートルを超えてはならないこと

とされている第一純 fiJ ，rH' 1 J 日地域内において、判定

行政庁が ｬｬｾ 層住宅に係る良好なｻ工 ｊ ， Ｇ ｦ の瓜境をザ［ーする

おそれがないと認める場合には、その敷地内に. f ll当

規模 の ｾｪ 也があり、かつ、内さが卜 ニ ノ ー トル以下

である怨築物を処築するニとができるし め とする 。

( 第I . L十Ji 条関係 )

第十 日影による 中高層の建築物の高さの制限

1  表(け側 め 作mに仰げる地域又は区成l人! の表(劫側

の当" 該各rnに1 I J げる往築物は、冬 f: 日の点太陽時に

3  その他、所要の規定を; s t けるむ の とする 。

( 第五十六条の二関係 )

第十一 敷地内に広い空地を有する建築物の容積率

等の特例

その敷地内に政令で定める ｾｪ 也を有し、か つ 、そ の

敷地 ｔ 耐 ｾｴ が政令で定める規模以上である怨築物て Ｇ 市

街地の環境の強制l J &- i 専に tt するむ のの建築を促進す

るため、規定のｾ ， ｾｪｩｪｩ￬ を行うむ の とする

( 第五十九条 の二WI 係)

第 十 二 建 築 協 定 の 特 則 等

1  flt 地権の目的とな ってい主い土地の所布将は、

一 人で、当該土地の区域を往築協定区域とする建築

協定を定めることができるむ の とする 。

( 第ヒ卜六 条の三 I¥¥J{系 )

1  土地 の 所有 ｦ￮ を＿の全日のイ ｾＮ｜ｊＺ によ っ て締結する

怨築協定について、 Ht - 地権の 自(I(J とな っている土地

の所有Ｎｦ￭Ｇ の 介立がない場介において ｌ 、 ， 建築協定 ｉｉｾ

を作成することができるらのとし、あわせて土地の

共布者等 の取扱に| 見! する規定を設けるむ の とする 。

(mヒ十条第二m、第七卜六条の二1¥¥1係)

第十三 建築物文はその敷地が区域又は地域の内外

にわたる場合の措置

ill 築物又はその験地がこの法f I t の規定による ，建築物

にl則する制限を受ける区域又は地域の内外にわたる

場合における建築物の谷似率析し くはill ぺ い率又は

ｦ 日 ＱＱ 分の ｉＺＧｾ さについては、建築物又はそ の 敷地 の 全

部について敷地のi品、|土 の属する区域又は地域におけ

る ｩｬｮ ｊｊＺｊｾを適用することを改め、主千 ｦｩ Ｇ ＡＧ 手段ぴ往 ぺ い率

については銀なる区域又は地域に属する敷地の部分

の Ｏｦｬ￮ ｈ ｴ 比を ｊ ，ｉ［ ￬ 悼とした［Ｇ， ＱＱ イトを ｬｩｽｾｊ ＱＧとし、作［ＱＱ｜分の，Ｚ可

さについては拠なる区域又は地域内の往築物の部分

について当該区域又は地域の制限をi自問するらのとする。

( 品(¥1; 十二 糸、 mｬｩ ， ｉＭ ＺＺＺＧＮ 条、 ｾｪｕｌ " 1 1 : 条、第五ー卜六

条、第九十条| 弘l係 )

第十四 その他

その他筑間の iJUii のj盗JIJ に|弘IL 三 年又は五年の納子

WIIl :1 を設けると手所 E反のtlfi 丘を必ずるむのとする 。

表 日影 に よ る 中 高 層 の 建 築 物 の 制 限 ( m/ i ，" / ，条 の :1見!係 )

( ，、 ) ( ろ) (1;1 )  ( に) (Ii ) 

地厳正 はlズ域 制ml を受ける. 1. . l ! 築物 ｦｊｾｊｊ 也ｾ Ｚ ｻｉＨ ｬ￭ か らの ，ＺＧｾ さ n  Ｚｪ ｬｾ＠ 11.1  II¥J  U  ［ ｪＡｾ＠ 11年 JIIJ

ｾ＠ 中Rfi:II'; "，'lJll1也被 申! の'''1 さが じメ ート iIメ ート ル 問時1:11 (i 直の1": .  ｬｩ ， ｬ ｬＮｾＱＺＱ Ｑ＠ ( i白

J レをj!j える.ti!!i!:物足 域内 にあっては . の1":1或|人l にあっ

I;l J也1;軒を除 <1桁数が 11年J: ¥I ) ては H年HII )

以 |ー阿佐築物

抗 争Rfi :J，'; "_'lJIJ 地域 I:':j さが |ノ ー トルを 114ノー トル ¥1411年J: II (i ii のIメ ｉ ｉＮ ｉｉ Ｎ ｾ 川 Ｈｪ 直

組える.t i ! 築物 域内 にあっては の|バ I如何 にあっ

ｉ ｉＮ ｾｉＺＺｉ＠ )  ては ".II. HII )

fi :: I，'; -地域. >i . 1;l j!j: 時1m ，:":j きが |ーノー トルを |叫〆 ー トル li .lI.fHII (辺町|メー 11年H¥I (i 目的lメ

業地域 t しくは 椴 I 組える.t i ! 築物 域内 にあっては 、 威内 にあ勺て 1;1

業I也践のうち t.y辺 jj 1' 411.¥，¥¥11)  .  Id' 年HiI )

政1; が問) r! i
ll 
!i llt i}也 )j

ｦ 作品会 的 ぷを 討て ｾｦ￭

定する1; (1量

世換 と ｉｌ ｾＺ 1974 '1511' ; '  9  



新改築なさるご家庭に、もっとも進んだ流し台と、おすすめください

ヌyキ明ヌ納できるタンス流し台

材質はスチールと樹脂

収納しやすいピン立て

まる洗L 、できるボックスは左右いれ替 えOK

ド、アの裳は使利 なハンガーボード

上段、下段に交換自在なアミカゴ

10 



パナライン

高さは85センチ、若い奥さまへのおすすめポイントです。

|  アイテごアいつ品切仕様です |  スルツと取り出せる引き出し

式アミカゴ、日用品 も手元にスッ キリ、ピン立ても収納しやすい

設計です。さら にアプラ虫 ・水気な どをふせ ヤゴムパッ キン、耐食

性パツグンのスチール・ 樹脂仕様な ど清潔で頼も い、流 し台です。

- 流し台 (出収納笈世っき幅120. 140・17Ocm)

・調理台 l 創 刊.4 伽 )

・隅調理台 (1綿幅η7cm)

・ガス置 台 (幅ω四)

・ガスキャビネット(幅蜘 n)

・ガスレンジ (幅ωcm)

・食器乾燥棚

(衛生的に食器が乾き、美し〈しまえます.)

骨望書量1邑

需白隔世! " ' .

関

|  峨帆叫しは一台

F  型 | 刷一 鵬 和台劃削 … (倣後

キヤビネ ツ卜判(幅幅即7伽 ) . ガスレンジ山{幅幅即7伽)

|  州 し 台 (ゴミ収 納 装 … 120.140. 1  75cm) ・調理台( …

K  型 | 70 伽 ) ・ 閑 理… cm) • 1i  ̂iW"Ei' (蜘 70.1伽 ) ・

ガスキャビネ ット{幅7加) ・ガスレン ジ{幅7加}

|  州…しは一台

N  型 |卜ω…7刷刷 .柑隅醐隅一一調翻時理酌酌台釦( 吋 叫… 刊 一.吋叩ガ加ス措 置 一 恥… 附… • 
ガスキャビネ ット( 幅め 7加} ・ガスレンジ{ 幅伽)

l  … ミ脱 水 装 置 ー 1ω 175cm) ・一 一70

A S 型 ト ) 一 一 一 一 伽 l ・ガス

キャビネ ット(<l¥'i 7加} ・ガスレンジ(幅7加)

|  ・流し… … 70. IOO.I 05. I20. 140.17Ocm) ・調理台

E H  型 I  ｾ幡幅……伽配… Ｗ加刷伽刷Ｉ 一

. ガスキ ヤビネ .γy 卜{帽幅ω .7加) . ガスレ ンジ (嶋幅ω蜘α叩叫η叫)  

・その他、G型 、S 型、 P N型などそろってし、ます

. カヲログ進呈松下電器・厨房器販売事業部門ナラインB X係門真市大字門真卿(干571 ) 電猷阪{ 蜘1) 1131

率 社会と共に歩む技術の#' ":1，，#' &
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取り付け位置が自在に選べるナショナJ レだけの新設計

5方向に排気ロガ選べる

ナショナルレンジフー ド( ターボフ ァン式) の排気口は、上部

2 カ所・後・ 左 ・右の 5方向にとれ、お台所の状態に合

わせて自在に換気位置が選ぺます。この独特の特長で、

あらゆるお台所に設置できます。フー ドの天面は平らで

すから、収納棚などの下にもピッタリ取り付けられます。

また、フードもフ ァンも取りはずせるのでお手入れは簡単。

ニんなお宅に、お使いいただくと実力を発揮します

たとえば、外風の影響を受けやすい住宅や(特に中 ・高層住宅) 、背

面に排気口 がとれない一般住宅に、圧力の強 L 、このタ ーボフ ァン

式含. .。このような粂件のおイ主まいに 、も っとも適したタイプの

レンジフードです。



ナショガレレンジフード

レンジフードの効果を生カ、すには、正しい使い方が大切です。

- 取り付けの高さは

取り付け位置は、レンジの真上60- 8Ocm( こし

てくださ L、。す? れた捕集効果

を、フル{ こ発揮します。この高

さより低すぎますと、調思など

あ台所仕事のジャ. . . ，. ( こなります。

また湯沸器のスグそばは、熱の

影響を受りやすく 、できるだけ

離してくださし、。
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- ダクトの取り付け方法

ターボファン式で、排気位置がレンジより離

れている場合 li 、ダクトやジャバラをご使用

くださ L、。じかし長すぎるダクトや細いダク

ト、屈曲のふ、ダクトは、# 鼠効果をはなはだ

. ダクト排気のターボファン式 巾6OcmF V- 3 0 HL J (単相 IOOV) ￥3 4，5 0 0 外径寸法 / 巾ω× 奥行57X高さ 19.1聞

Ｈ そ制由、巾 Ｗ ｉｊ｣ｭ ｆｖＭ ぬ ｈｌｋ ￥お Ｙ 叩巾お師 ｆｖＭ 初 ｈｌｆｾＳＷ ＮＳ凹があります ｽ

- 背面排気のプロペラファ ン式も、各種そろっています。外風の影響をあまり受けない住宅で、背面力、' 外壁

に接した住宅にお取りつけ〈ださい。

・ ｾ ］ ｲ ｩｈｩ排気の Ｗ ・ ロペラフ ァ ン式 巾6OcmF V- 25HPJ (単制 100V) ￥25，6 0 0外径寸法/ 巾印× 奥行57X高さ 18.2師

(そ耐血 IIJ7晶m F' V- 25HPK Y Z7.0田・ 巾85<mF V- 20HP F Y29. 4聞があ勿ます?

(レンジ専用換気扇〉

関
出

昔習ョ量j色 彩E 宮司ー嘗

- 豊富な陣容カ、ら最適の機種を

ターボフ ァン式 ・プロペラファン式、どちらも

巾寸法カ:60・70・85cmの3種類があります。

局所換気と全体換気の併用を

レンジてや汚れた空気を真上からジカに扮気する

レンジフードと、お台所全体を換気する一般

換気扇または、天井盟主扇を合わせてご使用

くださ l ' o お台所の思想的な換気が実現します五

4・d ー 「 天井埋込換気扇

レンジフード

三三
神・

お台所全体を換気する換気扇( ; 1: 、下の機種を

はじめ、各種豊富にとりそろえています。

Ｍ 戸 外に面して ｬＧｾ い

お台所に・ー

天井埋込換気扇

ｆｖ Ｍ ＱＴｂｆＸＰ ＮＮＮ 河ｾ［Ｚｴ，Ｎ Ｇｔ［ＢＩ

￥11 ，000  

- 戸外に面している

お台所に

連動シャツタ

FV- 20PFZ- A(器禁)

￥9，800 

率社会 と 共に 歩 む技術の ＢＧｾＮＢＧｉ Ｖ，
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待望の静音化に成功。タテ型空冷式チリンク、ユニット登場. ゲ

14 

圧縮機の吐出音を本体内部で吸収、音をつつみ

こむ4 重吸音構造をはじめ 、ナショナル独自の

静音設計で、 1m離れて45dB(50H z) という静け

さを実現。住宅密集地でも安心して設置できる

など、騒音によるトラブルを解消した、話題の

セントラル冷暖房の冷水源・空冷式チリングユ

ニ ットです。

冷却能力: 6，250/7， 150Kcal /h  

B V-0 3 C S A (三粁1200V)

外形寸法・高さ 1，693X幅580X 奥行601%

勢



サービス点検・運搬がおラクに
床面積が25%も 滅 小 (当社比)1m離れてわずか45dB(50Hz)

① 4 重吸音構造で音をつつみました 前聞きドアを採用

あとあとの点検・サービスがし、たうて便

両サイドに持ちあげ取手を新設。作 業 が

グンと楽になり ました。

・ 傑作回路は ｊ￬ ｬ 羽Ｑｬ ＰＰｖ 。 リモコンの ＱｾＪ 先が符易 。

ヨコ卿カ・ らタテ型へ形状を変更し 、設 置

慮配も業
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利になりました。

圧 縮機は、 l吸音効果の高い特

1 マフラー

2 ヅラスウール

3 ウレ宮ン貼り

スウ ール と特殊ゴムで 2重 に l⑥;弘主に

ウレヲン

@  

闘

殊マフラーっき 。全体を グラ

包 み、さらにウレタンf ! ，' i りの

ボックスでカバー。本体の|人j

側もウレタ ンMり と念入り

三相200 V  50/ 60H z  

単相100V 50/60Hz '  

30 / 34  

0. 3 

45 / 47 

2. 2 

0. 08 

Q/  

mA q  

dB  (A )  

kw 

B V - 0 3 C S A規格寸法仕様円構造 で、 圧 縮機 本

体の吐出 音を 吸収して ｩｾ Ａ Ｈｴ 音 化を図りました 。

② ケーシンク.を延長して送風音を低下

ケーシングで送風機をおおう ・

とともに 、|吸音 材をナ|ノ吋1I に取

付ーけました。また、 111動機の

極数をあげて 、回転数をおと

な4重 l敗

'"唱
正己機縮圧

すなど 、排気口部を改良 して 、送風音を

極力おさえ ました。

製 品 ( 運 転 )

外 | 高

形

寸

主L_ _ !

* 冷水出ロ温度7 C . 間図温度35'C

闇
盤王呈畳

お問い合わせは(干541 ).k阪市車医'!i t ' f 2丁目 30 .k阪| 司際ピル内総下空調工業株式ぎ託宣伝謀まで T E L(06) 262- 3121

B  口入

F ムー.

え

出

機風

水

送

冷

1693 

580 

kg 

m川m川

幅

③ 横吸込み、上吹出し

排気 口 制I1聞 から !二而へH枯 変 児。騒 音

が拡散するのをIVi It . しました。

排気

重 量

さ

昔官重量 ｩι 冨盈 菅、日唱ｾＮＮＺｊ三、置を

15 

ｦ ヨらＣＧＶ， Ｑ 量訓ト青島 ｉ Ｚ ｾ Ｚ ｾ ［［ ｉ 茸双子Ｆ

率 社会と共に歩む技術のず事# ，.. 
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形影相同

影の曲直は、形の曲直によってきまるが如く、

住む人の心根をそのまま映し出すインテリア 、

そこに、トータルインテリアく松山 〉の創造

のしがいが・・・・

大阪堀江/ 心斎橋/ 東京 +  
園

間

百

時

.

近

拡

倫

相

・

商

高

級

・

地

下

鉄

制

御

宜

酪

嶋

田

y

惜

舗

千

日

前

線

- 本I吉/ 大 阪 四 ッ 橋 筋 立 花 通 り 角

宮 大 阪 ( 06 ) 531 - 6451 (代 表 )
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雑 感

21世 紀 は 日 本 の 世 紀 と L 、う未米学は ー i主的f I : {定

の 中 か ら 成 立 し て い る も の で あ ろ う 。 そ れ ら 全

て の 物 が 石 油 と い う 名 の 資 源 開 組 に よ る 不 述 続

性 な る も の に よ っ て あ る 疑 問 符 を 投 げ か け ら れ

ている。日本の場合、石油にＱｩｊｾらず近代産業を

支 え て い る 資 源 の 対 外 依 存 度 は Z.5 ま る こ と は あ

っても fs: くなることはないであろう。 fiC(FI .il:'ーが

ｴｾ＠ Ｑ，Ｎ、ことはやむを待ない ｉ ｊ ｾ 突であろうが、しか

し世 界 中 の 資 源 の 輸 出 可 能 パ ー :セ ン テ ー ジ の 中

の 二 ;Iflj とか三; 削! とかも占的てくるとなると、それ

ら の 行 為 自 体 が 世 界 の 国 々 の 1mで; i j' さ れ る 行 為

かどうかということを考ーえてゆかな くてはなら

な い の で は な い だ ろ う か 。 あ ま り に も わ れ わ れ

は 無;1州以 の 輸 入 を 行 っ て き た 。 そ の 結 米 が 日 本

の毛 見 ｪ 兄 であろう。 ｉ 也 ｅｒ という ｅｒＨ 本が ｾ ｉ ＧＭ ，Ｚ ［｜に Ｑ ＱＮ［大

であったと息われていた ｩｬ 寺 ｊｾｊ は 会 Ｑ 止界が高度成

長 政 策 を 行 っ て も れ さ れ た で あ ろ う が 、 現 在 の

ように地球が非Ｇ， Ｚ ｩ ｾ に 狭〈感じられる時代は無市 ｉｊ

|以 の 高 度 経 済 成 長 政 策 は あ り 仰 な い こ と で は な

いだろうか。そうした政策j f ! ! J 伎の中では必ず他

国 と の 殿 様 な り Wi 突がこの時r : n的 に 狭 く な っ て

いる 地 球 と い う 球 体 の 中 で 必 ず 起 る の で は な い

だ ろ う か。 こ う し て 考 え て ゆ く な ら ば 日 本 と い

う 国 は 通 正 な る 経 済 規模 を 探 し 出 し て そ の 中 で

生 き て ゆ く べ き で は な い か 。 そ れ が 本 来 の 日 本

間 そ の も の で は な い だ ろ う か。 世界 中 の 資 源 を

態 手 で か きょI! め る か の よ う な 行 為 は 地 球 と い う

ｼ以 られた認の広さの 中 では ｾ￬ 午されないし、また

日本 と い う 国 が地 球の 中 に 存 在 し て い る l以 り 行

っ て は な ら な し 、 。 日 本 人 と 社 会 性 と い う も の を

端的に表わしていると思われる 111，年の 芥 か ら色々

と起こっている災い占めとか、x ' . i い .t
l

ぎ、川下足、

企 業 向 ヤ ミ hl 的 企 業平IJ 益 追 求 の 姿 を 考 え る 時 、

例 人 が 其 の 社 会 の 中 の11司 人 で あ り 、 企 業 も 企 業

の も っ て い る 本 来 の モ ラ ル を も っ て い た な ら ば

起 こ し て は な ら な い 現 象 で あ ろ うし、起こり 仰 な

い こ と で は な い か。こ う し た 企 業 家 が 国 際 社会 の

中 で日 本 の 1mとして 出てt世界中 を歩き担! ってい

る の か と 思 う と 空 恐 ろ し い 気 分 に お そ わ れ る の

は手' L. だ け で あ ろ う か。 日 本 人 の 中 に は こ う し た

「公」というものと「私」とし、うものをどのよ

うに考えているのだろう。色々の社会の rl" で起こ

っ て い る 小 さ な 出 来 事 に も 大 き な 出 来 事 に も 何

となく社会に対して 貧 しい心がＡｾじられて仕方

がなし、。 自 分 の 周 辺 は 非 'ii:; に 大 切 に す る の で あ

る が 、 周 辺 以 外 の も の は 一 向に自分に| 日l係 な い

こ と と し て と ら え て し ま う よ う な 考 「 え 、 そ し て

狭 い 視 野 で し か と ら え た こ と の な い 日 本 人 が 旅

行 者 と し て 世 界 中 を か け j怒るということは「公」

と い う 立 場 で 考 え る な ら ば 非'm- な 入、1;: であろう 。

こ う し た こ と を ゆ っ く り と 一 億 人 が 全 て 矧 を 冷

ゃしながら考・えてみたいものである 。 ま た 、そ

の よ う な H寺JVJ に 日 本 は き て い る の で は な い だ ろ

うか。 外 国 と の 協 調 の 中 で し か 生 き る こ と の で

き な い 固 に い る わ れ わ れ は 考 え る べ き だ。 日 本

読者の頁

ｕｩｬｬ ｾ ｦｴＺ阿史 上谷 重 男

人 が 来 的 rtJ で 凡 い t_U し て き た も の は 東 洋 的 主 る

「灰色の災J で あ っ た 。 楠iZI の 伊 勢 神 山 、 それ

は 「 白 」 と 「 茶 色 町 綿 皮 」 の 非y古 に 単 純 主 色 彩

椛 成 と 直 線 的制 成 の 中 か ら 生 れ て き た も の 、 そ

し て そ れ を 包 む か め よ う に 椛 成 し て い る 緑 の 木

立 と 白 い 玉 砂 利 般 の i位 、 こ れ が 私 達 の 心 を和ら

げ て く れ る 災 の 一 つ の 極点 であったのであろう。

一 方 、徒出If:I;'; に凡られる車IJ み 包 丁 に も 似 た 切 れ

味 を 忠 わ せ る デ ザ イ ン 、 そ れ は 人 々 の 心 的 中 に

強〈、 J令た 〈 入 っ て く る 。 人 Ii IJ の ス ケ ー J レと 1If!

の 位 置 、 人 Hlj の心 の邸J き と を 完 全 に と ら え 、そ

れ を IJ l t しとげた「災」がそこにある。また、 Ii.

対の極に「日光; 点mt'I';';J の よ う に 人 々 の 心 を 無

条 f'l' に楽しませてくれる; たを作リ LH していた日

本 人 。 古 来 、 日 本 人 を 包 ん で い た 日 本 住 吉 長 官 II IJ

の 巾 に こ の よ う な 「和l らぎ J を む つ も の 、 「楽

しいもの j r怖 か 主 も の 」 こ れ ら の 多般 多微な

"1" に一 本 の !Vj の入った' 1 2 : ll¥j が 存 在 し て い た 。 そ

の ilil :l J の 小 には「村沖I' J と 「 物 資 」 と の 一 致 点

の 中 から「美しい Ｇｊｾ ｉｬ ｈｊ が生れていたという ・ ｊｾ

笑 を 考 え て ゆ く i時 、 そ れ と 同 じ よ う に い え る こ

と 、 日 本 人 の 体 型 が い わ ゆ る 東 洋 人 的 な ilt 色 人

種 体 型 で あ る な ら ば 、 F斤3全日本人は 東 洋 人 で あ

る べ き で あ ろ う 。 日 本 人 が 白 人 的 な る 体 型 を も

と う と す る な ら ば 、 ど こ か f本型の 中 で ア ン バ ラ

ンスな 状 態 が 起 き て い る と い う こ と で あ ろ う 。

肉 体 も 精 神 も 白 人 的 に は な れ る か も 生 甘 れ な い が

白 人 に は な れ な い 。 本 質 的 に 日 本 人 は 武 色 人ti!i

で あ っ て 本 質 的 に は 白 人 に な れ な い と し 寸 事 実 、

そ れ は 取 り 去 る こ 主 の で き な い も の で あ ろ う 。

それを考えな〈て行動なり考えを進めると非 Ｇ￬ ｩｾ Ｇ

に寄妙な人1 : 1 ] になってしまうのではないだろう

か 。 今 ま で も っ て い た 本 質 的 な る 長 所 ま で 失 っ て

し ま う と い う こ と が 起 こ っ て く る で あ ろ う 。 わ れ

わ れ 日 本 人 は そ れ が 良 い 万 向 に 進 ん で い る と 思

っ て い る か も 知 れ な い が 、 f也何 回 の 人 々 か ら 比

る な ら ば 何 と 不 盤 形 な 人 lilJ が 歩 い て い る と 思 う

であろうし、 一 人 で 悦 に 入 っ て 自 己 満 足 な 人 聞

が |占l い 鉛 を 消 て 歩 い て い る 姿 は 事|三'I i:; に討す絡 なも

の と し て 他 国 の 人 の 版 に 写 る で あ ろ う 。 日本 と

いう同の船に主主n が あ り 、 地 球 と い う 船 に も ま

た定 ｈ があるとするならばできるドｾｾり、日本人

の体型を守， ') 、定uの 多 い 日 本 と い う 船 を で き

る | 民 り 動 か し や す く す べ き で あ ろ う 。 地 球 と い

う自白をできる I:H り そ の 中 に 来 っ て い る 人 々 の

「心 」 と 「 生 活 」 を 他 や か に 維持 し て ゆ く こ と

の で き る 船 を i立 っ て ゆ 〈 た め の 一 人 の 来 平年とし

ての役 ｾｉｾｉｊ 。 古来日本の文乍の中に、水母国の題

材 の 中 に ｪ ｬｾｾ かれ捕 かれてきた 山紫水明 の日本の

j止は去、そして謙，: f ! の美徳的問まりのようにいわ

れ て き た 日 本 人 の 性 絡 が 、 外 国 人 の 限 の 中 で 憧

れ 的 な る 見 方 で あ っ た に し て も 、 良 い 性 格 と し

て 見 ら れ 続 け て き た も の が 、 今 や 能 面 的 主 る 表

情 を も っ て も く も く と 組 織 的 な る 動 き で も っ て

世 界 中 を 歩 き 姐 る 経 済 動 物 の よ う に 見 ら れ る よ

う に な っ て し ま っ た 。 日 本 の持 っ て い た 災 し い

胤 対 を 日 本 人 自 か ら の 手 で 壊 し て し ま っ た と い

う 事 実 、 そ し て 日 本 の 周 辺 の 梅 は 20年 前 の あ の

ifijo7]( の 色 を 失 っ て き て し ま っ た 。 そ の 汚 染 は 日

本 近 海 に と ど ま ら ず 外 洋 に ま で お よ ん で い る 。

日 本 人 は 搬 の 幸 を 求 め て 地 球 上 あ ら ゆ る 海 に t- H

か け て い る と い う こ と、 j!]:i J.t の 間 々 に と っ て 好

ま し い こ と で は な い で あ ろ う し 、日本 の タンカ ー

がill: Wrl -'の 海 を 汚 染 し つ つ あ る と い う 世 界 め 世

論 ( こ れ は あ ま リ当をド卜て な い で あ ろ う が 、 し

か し 一 部 は そ う で あ ろ う 。 世 界 貿 易 の何'，1}1] か の

ill l を 日 本 の タ ン カ ー が 動 か し て いる の で あ る か

ら ) を ど う 考 え て ゆ け ば 良 い の か / もう 一 度日

本 人 が 自 分 速 の 周 辺 の 人 々 に 対 し て 日 本 人 が 本

来もっている謙ｊｩＡというＱＧ､Ｍｾ 躍 を、 世界世論 的 中

で 考 え て ゆ く べ き 時 が き て い る の で は な い だ ろ

うか。 地 球の 背 さ と 、美 し い 木 立 を も っ た 総 の

山 4 を 践 す た め に 、 公こよー国日本がj且 ん で そ れ ら

自然 と他 の 図 唱 の ために新しい設計一1:;<1を ひ く べ

き 努 力 を し な く て は な ら な い の で は な い た ' ろ う

か 。 経 済 成 長 が あ る 限 界 点 に j!I:づ き つ つ あ る よ

うに ! ♂、われ る先進国においてある 別 な 方 向 を 色 々

探 す べ き で あ ろ う 。 ま た、世界中の人々のI i IJ に

存 在 す る で あ ろ う 何 ら め か 「 美 し い 人 Jl¥JJ 耳l係」

を探し出すことがそれらの1 J I <' 川、も鈍l れ な い 。

今 i与 の よ う に 少 数 の 先 進 国 の 人 々 に よ っ て 地 球

上 の 大部 分 の 資 械 を 消 資 す る と い う 型 は維 持 し

て ゆ く こ と が で き る 型由 は ど こ に も 飽 す こ と が

で き な L 、。 地 球 上 に 生 活 し て い る 会 て の 人 々 が

平均ーな生活を送ってゆくために 、 地 球 上 の も っ

て い る 資 源 の 配 分 も 、そ の 全 て の 人 々 の た め に

考 え る べ き で あ ろ う 。 そ の よ う な 方 法 を 求 め て

ゆ く こ と が こ れ か ら 地 球 と い う 宇 宙 の 中 の 起 を

美 し く 繁 栄 さ す こ と で あ ろ う し 、 い つ ま で も 却

や か す こ と で あ ろ う 。 先 進 国 が必 ず こ の 事 実 を

探 し 出 し 、 成 し と げ ね ば な ら な い 条 件 で あ ろ う 。

地 球 儀 で は 探 し出 す こ と がl割引i な 径 の 小 さ な 仏

国 で あ る 日 本 、 大 洋 の 泡 で し か な い 日 本 、 こ の

小 さな };，¥I 主lで 行 わ れ て き た 行 為 は 欧 州 が 数 百 年

も か か っ て 成 し と げ た こ と を 、 こ の Jゐ 闘 は そ れ

に ｻｩｾ するスピードで ｉ ｊｬｴ しとげてしまっ た 。 それ

ら の 変 化 法j立があま り に も 急J生な た め 、 わ れ わ

れ 日 本 人 は も っ て い た 「精 神 とか 心 J の 準1ijii が

ヰ勿'[' ( に つ い て ゆ く こ と カ ず で き な か っ た よ う で あ

る。 そのためカか、どうカか、両解平カか‘ らないがわれわれの

世 代 に な つて 何とな〈向解平カか、らない日本人という

L の が 多 〈 な つ て き て い る よ う に 思 わ れ てf行1: 7

が な い 、 人 jilJ 性と い う も の を 考 え て ゆ く il 寺、人

ｊｈｊＧｾ が ついてゆくことのできる続前 成 長 ￬ｩｬｩ 皮 と

い う も の が 存 在 し て い る で あ ろ う 。 こ の よ う な

点 は 今 ま で の 日 本 人 が 考 え て み な か っ た 点 で は

な か ろ う か 。 し か し 、 こ れ か ら わ れ わ れ は 剥f しく

こ の よ う な 疑 問 を 考 え て ゆ か な け れ ば な ら な く

な っ て い る よ う で あ る 。 r!防と 心と人I i IJJ を 大

切 に す る 時 代 へ と 入 っ て ゆ く こ と が で き る か ど

う か が 今 後 の 日 本 人 が 国 際 社 会 の 中 で 生 き てゆ

け る か ど う か と い う こ と で は な い だ ろ う か 。

また、 「物と心と人 U-¥J j を 大切 に し て ゆ くとい

う こ と は 必 ず 日 本 人 は 成 し と げ な け れ ば 、 日 本 1

と い う 閣 は 地 球 上 か ら 消 え て し ま う の で は な い

かとし、う不安感が私 の 心 の 仁1"に よ ぎ っ て き て い

る 。 社 会 が 、 地 球 が 、 人 Il Hで 成 立 し て い る と す

る な ら ば 、 や は り 「 人 間 の 心 」 と 「 物 質 」 と の

il11，J和 と い う こ と を ゆ っ く リ 「 物 質 」 を お そ れ る

こ と な 〈 考 え て ゆ く べ き で あ ろ う 。

( うえたにしげお)

.¥1¥築と 社会/ 1974!J ' 5 n.; 



ドする画期的新製品グ
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幅 (W) 一一一+

開閉機使用範囲 (スラッ トS C I 6)

3  

電 動 開 問 機
L 型

実 用 新 案 巻 取 り 輸 と の 連結 4曲川

お よ び L 型機 情

チ エ ン収 納 箱

リミ ッ トス イ y チ

ガ パ ナ ー 機憐

手 動 機情

・特長・

4寺f f出 願 中

1 . 開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない真直なシャ ッターケース。

3  袖壁は不用です 。

4 . 減速機構はすべて完全密閉式です 0

3 小型で耐久力に 富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7  エンドレス強力ローラーチヱンの 内造。

8 . リミ ッ ト・スイ ッチを完全に 内造。

9 . 手動録作をひとつにしました 。

10. ヒュ ーズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・ 遺隔操作いづれも 可能です。

L 型 電動 l羽問機は 、日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 精 密 機械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あ げ て 研 究開発 し 、 遂 に 従 来 の1m問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す 。

この 開問機 には独創 に 満 ち た 新機 構 が数多く取り入れられて

おり( 特許 3 件、 実 用 新 案 2 件 を出願 中 ) 、減 速 機 、 モ ー タ 一 、

ブレー キ 機 構、 停 電時 用 手 間J 装置はもとより 、リ ミッ トス イ ッ

チ 、配 電板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 にコンパク トに

車内めであります 。

従って 、建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、 取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター問問機の決定版といえるでしょう 。

北 九 州

鹿 児 島

所
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営 業 所

。
枚万市大手術保 大阪府rl -'小企業団地内 rlli 請(0720)( 57) 4  535 - 6  

川 崎 市 新 ) L H !  3 丁目 1 1 5 9 託子 地 電 話可( 代 ) 小 限 (41 ) 63 2 5

侃 問 県 粕 屋 都 粕 屋 町 f中原 釜 屋 2 7  2  7  -III'! 也 沼 稲 ( 代 )( 65) 6 1 3 1  

名 古 屋 市 中川 区 北 江 田T 2 丁目 1 2 能 地 電 話 ( 代 )( 361) 7 4 4 1  

株 式 会 社

本 社

東 京 工 場

九 州 工 場

名 古 屋 工 場
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「内 装 用 防 火 材 料 総 覧』

監 修 建 設 省 住 宅 局 建 築 指 導 課

サ イ ズ A  4  '1'11  

f薗 絡 3，200円

編 集 お よ び 東 京 都 中 央 区 銀座 3丁目 2- 19 建 築 会 館

発 行 所

社団法人 日 本 科 学 防 火 協 会

〔電話 03( 561) 7007 )  

『消 防 設 備 法 令 実 務 総 覧 会 2 巻 』

編 集 自治省消防庁消防設備法令研究会

サイズ A 5 判

ペ ー ジ 数 総2，900p. p

価 格 5，000円

発行所 第一法規出版株式会社

『住 ま い の 砕

イメージスケ ｹ チ ｾ f  

z  
チ

著 者 自 国一郎 ・小山俊平

サイズ 8 6 判

ペ ー ジ 数 160p. p 

価 格 960円

発 行 所 附 学 芸 出 版 社

「ウ エ ベ ケ レ 集 大 成 第 一 巻 」

( アイヌ民族の生活教典)

保録 ・解 説 者 萱 野 茂

サイズ A 4 判

ペ ー ジ 数 336p. p 

1面絡 B セット予約特価 5，000円

( 付、正本 ・資料本)

A セ y ト予約特価 10，000問

( 付、録音カセ ソト ー正本 ・資料本)

発 行 所 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町10 Ｗ ルドオ ＼ ｉｾ 務局内

tL1太平洋民族文化保存研究会

(1[1話 (03)353- 7373附〕

大阪空調衛生工業協会設立

こ の た び 大 阪 府 下 に お け る 空 気 調 和 ・給 排 水 術

生 ー建 築 防 災 設 備 、 そ の 他 設 備 関 係 の 諸 問 題 を

究 明 し て 技 術 の 向 上 と 経 営 の 合 理 化 を 図 り 、 公

共 の 福 祉WI : i . i f l に寄与する目的をもって、従来の

大 阪 管 工 設 備 研 究 会 を 改 組 し て 、 社 団 法 人 大

阪 空 気 淵 利 衛 生 工 業 協 会 ( 会 長 伴 一 郎 氏 ) を

設 立 す べ 〈 大 阪 府 に 申 前 中 の と こ ろ 、 2 月22 日

付で許可があったので、これが披露ノマーティを

3 月19 日大阪コクサイホテノレにおいて、大阪府

知 事 、 大 阪 市 長 を は じ め 多 数 の 関 係 者 を 招 い て

盛大にとり行われた。

大阪ビルメンテナンス協会と

日本建築協会が懇談会

建 築 創 造 者 に ピ J レ メ ン テ ナ ン ス の 重 要 性 に つ い

ての再認識と、相互の関わりあいを深めるため、

さる 3 月20 日 、 日 本 建 築 協 会 4 階 に お い て 社 団

法 人 大 阪 ピ ル メ ン テ ナ ン ス 協 会 と 社 団 法 人 日

本 建 築 協 会 に よ る 慾 談 会 が も た れ た 。 出 席 者 は

つぎのとおり 。

【大阪ピルメンテナンス協会】

会 長 丸橋博行( 第一建 築 サ ー ビ ス 附 )

副 会 長 植 松 十一 自II( 関 西 明 装 附 )

回昔日公文( 側三 栄 商 会 )

理 事 早 川 普 樹 ( 消 光 商 事 附 )

梶山口( 附ピケン)

推尾市自II( 附 レ イ ピ )

【日本建 築 協 会 】

会 長 塚 本 位 次 ( 側 目 建 設 計 )

副 会 長 稲 田 羽 生 ( 側 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 )

理事( 雲只雲) 彦 谷 邦一 ( 彦谷建築設計事務所)

理 4:; 谷口尚武( 附大林中且)

小林四日II( 太陽工藤エヰ玲掬)

尾亀消凶自II( 側 三 兆 空 調 )

渡辺忠( 来洋シャッター側)

山 田 幸一( 関 西 大 学 )

毛馬洗堰および毛馬問門の

保存が実現

わが国最初のウエノレ( 井筒) 工法といわれる毛

馬洗士僅と毛馬問門が、近畿地主主が進めている淀

川 水 路 拡 張 事 業 に 伴 な い 、 そ の 役 目 を 終 え 、 現

在建設中の新洗堰 ・ 新 ｲｾ｜ｬ 門にとって代ろうとし

て い る が 、 同 洗 濯 悶 門 の 保 存 を 訴 え る 明 治 建

築研究会をはじめ、岡地主主の技術者 . 0 8 など

の喜要望により一部保存が実現した。 保 存 計 画 で

は 洗 濯 、 第一 1:."1 門 の 周 囲 を 埋 め 立 て て 淀 川 河 川

公 園 の 中 に 組 み 込 む と い う 構 想。

八 尾 市 が 開 発 指 導 要 綱 等

を 実 施

八 尾 市 は こ の ほ ど 、 都 市 環 境 の 蚊 備 拡 充 と 住 環

境 の 向 上 を 図 る た め 、 八 尾 市 開 発 指 導 要 綱 と 中

高層建築物指導要綱を制定し、 4 月 1 日より実

施 し た。

建 築 家' 74建 築 展

日本

よる、処築家 ' 74建

築展。が大阪 ・大丸

におい て 3 月28 日

か ら 4 月 2 日 に か

け て 催 さ れ た。

嗣園圃画面

M C K  脱 気 シ ス テ ム 防 水

日 本 シ ス テ ム 建 築 株 式 会 社 で は 、 こ の ほ ど 露 出

防 水 工 事 に お け る エ ア ー ポ ケ y ト ( フクレ) を

l悦 気 パ イ プ ・ コ ア ー と ベ ン チ J レーフ 並 び に ベ ン

チラ ック を 使 用 す る こ と に よ り 防 止 す る 、 脱 気

方 法 を 考 案 し た。 お 閉 会 わ せ は 大 阪 市 北 区 西 扇

町 17 (扇町ピノレ) 電 話 ( 06) 313 - 3778附 ま で。

建築 と社会/ 1974年 5 月号 19 



ループイングを造って50年 /

50年前の製造風景

日 新 工 業 は |切 水材 を作 っ て 50年 、 そ の 安 定

し た 笑紛 で 高 い 信頼 を 得 て お り ま す 。 さ ら

に 、 設 計 者 の 色 4 な 注 文 に 合 っ た IS } J * がで

き る よ う 、 今 日 も 新 し い 製 品 の 開 発 を 続 け

て お り ま す 。 11)] 水 の こ と な ら 、 7 イ ホ ー ム

か ら ト ン ネ ノ レ ま て ' 、 ど ん な こ と て ' も 日 1祈コ二

吋 へ お 任 せ く だ さ い 。

- 防 水 工 事 用 ア ス フ ァ ノ レ 卜 ノ レ ー フ イ ン グ 類

・ 合 成 ゴ ム 系 J レ ー フ イ ン グ 材

・ 塩 ビ ・ ゴ ム 系 床 用 タ イ J レ 類

・ ;歴 育 系 ・合 成 高 介 子 系 シ ー リ ン グ 材

・ 防 水 工 事 用 コ ン パ ウ ン ド ・ 塗 料 ・ 接 滑 剤l

・ 屋 根宣 車 用 ア ス フ ァノレト シ ン グ ル

・ 断 熱 ・ 結 露 防 止 材

. J レ ー フ ィ ン グ 原 紙 ・板 紙 類

防水の難問を解決した

特許ストライブ工法 ピロヲ7. 111ド

l . 露 出 防 水の フ ク レを 完 全 に 防止 します二

2.下 地挙 動 を 緩 和 し 、 優 れ た 耐 亀 裂 性 を

発 揮 し ま す。

3. 従 来 の 絶 縁 工 法 に な い 接着 力 で 、 風 に

よ る 剥 離 を 防 止 し ま す。

P  A  T  856649 

です Ｐ 台。 ｱｱｯｯ 合ＰￛＰｴ刀邸消防切な Ｑ 清令官 。ｾ前明ミ マ

当 止 地 法 弘 法 当iと当民地〉位当〉仕

グ グ グ / / / 必

⑥

富

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

. 東京都足立区千住東 2 丁目 21番 28号 T E L 東京 ( 882) 2424(代表)

・大阪市東淀川 区瑞光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪( 329) 7737- 7740

白書面工業総式会社

本社営業所・東京都足立区千住東2丁目 21番28号 T E L 東京 ( 882) 2424(代表)

大阪支庖・大阪市東淀川区瑞光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪( 329) 7737- 7740

出張所. 名古屋 ( 741 ) 4257- 8・広島 ( 21 ) 1010 ・1061 . 福岡 ( 74) 3461 - 3

. 札幌 ( 281 )6328(代) ・山形 ( 23) 0437- 9  工場・東京. 埼玉. 山形
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口 写 真 と 概裂をどしどしお送りください。

凡例 a 所在地 b  敷地面制 c. ill 築雨被 d  延而of ! ' 1 e  楠 泣 規 模 f 工期

E盟理園

982 .  泉 m 高 等 学 校 第 一 期

設計 : A . R .  1. 建築事務所

施工:西国・才門・岩出・三社共同企業体

a. 大阪府岸和出，Iil 勾畑町字後作

b. 51  ，119m'  

c .  2，969. 25m'  

d .  7. 123.75m'  

e .  R  C造4階建‘ (1部地下l階) PH1階

f. 昭和47年 11 月ー H自制48年 4 月

983.  箕 面 市 立 第 三 中 学 校 984.  丸 善 石 油 側 総 合 体 育 館

設計;吉 村 建 築 設 計 事 務 所

施工 : 日 本 建 設 株 式 会 社

a  愛媛県怯山市大可 'Ci 580番地

b  車甘6，OOOm'

c.  2，337. 892 m'  

d  .  2，777 .  162 m' 

e. RC造 一部上家鉄骨造 2階挫

r . 昭和48年 4 月~昭和48年 12月

設計 :側 泉 設 計 事 務 所

地工: 側 松 村 組

a.  Jt D両 市 t頼 川

b.  26，867m'  

c.  2. 470m'  

d.  6，300m'  

e .  R  C近、 4 F  

r .  Dll 初47年 6 月ー昭和48年 3 月

ー
， ー・、 Ｎ ｾ ・・ Ｎ .  

ー====ご園周回
ーーーーー-z F - F

=====エーー_-・・・・・・・・・・・・・田園圃圃E・・・・・圃

985 海 上 保 安 庁 水 路 部 庁 舎 986.  部 落 解 放 研 究 教 育 セ ン タ ー

設計: 側 泉 設 計 事 務 所

地工: 閥 復 並 工 務 庖

a  大 阪 市 浪 述 区 久 保 吉 町1247

b.  4，303m'  

c.  510m'  

d.  3. 537m'  

e.  R C造、 81 ，7F 、PH2

r . 1I併[147年 10月~昭和49年 2 月

987.  
，、

イ ツ 天 王寺

設計. 関東 地 方 建 設 局

施工:株式 会 社 松 村 組

a  点京偲中央区築地 5丁目 3 番l 号

b.  9，345. 85m'  

c.  3，096.36m雀

d .  '11詰煉14，715.96'"' ・S R C、B1，8F

e  工場陳7，640.24m' . RC ， B1.5F  

f. 昭和46年 3 月~昭和47年 11 月

設計 里 子 村 建 設 工 操 縦

施工. 野 村 建 設 工 業 側

a  大 阪 市 天 lニ寺区勝山泊リ

b .  1，192. 37m'  

C .  539 .54m'  

d.  3，239. 46m'  

e .  R  C i立、 8 } ， 5  F 、P H 2

r. 1I目初48年 3 月~昭和49年 l 月

ヒ J レ 南 8 館 989.  松 )11 ビ l レ 990 ， 
.j ， W .  ト ン フ ソ ン ビ ル

988 ， I笥 橋 号

設計 第 一 建 築 設 計 事 務 所

高 橋 ピ ル 設 計 部

施工 株 式 会 社 松 村 組

a. 大 阪 市 東 区 備 後 町

b.  927. 89m'  

c .  527.28m'  

d.  5，899. 76m'  

e .  RC，B1、10F、PH2(BF- 4F、SRC)

r . 1昭和4711o 6 月~昭和48年 7 月

設計 昭 和 設 計 働

総工: 側 銭 高 組

a. 大阪市浪速区般ilt 町 2 町 33需

b. 457. 07m'  

C .  405. 47m'  

d .  3，189. 11m'  

e.  S  R  C 造 8 F 、P H 2 F

[ 昭和48年 1 月- 1昭和49年 2 月

設計 ・側 竹 中 工 務 底

施工: 側 竹 中 工 務 庖

a  東京都港区向姶 } - 4  - }  0  

b. 2，OI2.91m'  

C.  1. I02. 22m'  

d.  10，838. 88m'  

e .  S & S  R C 、B 1 ， 12 F  

r. 昭和47年 9 月ー昭和48年 12月
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H  
|  

-.， 9 "  ; J  I ...， :1ー ド

マスチッヲヲ1 : 1 - 9: . 1ヲ"

耐久性のすぐ れ た防湿 床 材

特 長

1  耐久性: 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり? ま抗; 性 : すべり? ま+ 克'性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート 、金属 、木など、 どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、 爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

J 園、@

fLl NTKOTE 

、ｾ

フリントコートにつ いてのお問合せは下記へ

。
ｪ 糠武 ＸＵＱ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
τ ，宅 ｉｾｉＢＧＢ 二 ｉＧＭｉＮＮＮＮＮ 施工販売部

大 阪 哩!!>5 32 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 T 目 7 6  f i ( 06)  303 ー 7131

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 田J 2丁目 4番 地( 第2ぬ η 彦 ビ J レ3階 ) f i ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 -!!i461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の47 ( 日本 橋 ピ ル4 階 ) f i ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 哩!!>730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ピノレ3 階 ) f i ( 0822 ) 21 - 1224 

福 岡 ⑨810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 酋 ビ ル 3 階 ) f i ( 092 )  77 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111'  



建

築

の

眼

関 原 猛 夫

大 海 一 雄

神 戸 市 住 宅 局 住 宅 副 理 股 園 長

三 輪 泰 司

塩 脇 昭 司

錨 高 岨 隆 盛 部 畳

1 月号より 6 月号車 で上1 e 4 氏 で 姐 当

口 住 宅 難 解 消 ?

総J 1I1府 調 査 "1' / 1 ¥1 ' 械告によると「一 世 帯 一 住 宅 の 政 策 目 標 が ほ ぼ 達 成 さ れ て 、 住 宅 は 品 よ り質 の H寺代に入

った」という。 一 川 だけの木行アノマートも 一 戸と 数 え て 住 宅 数 が 世 'Hf数 を や っ と 上廻 ったというだけで、

住宅事ｉｦ ｾ 解 消 とはほど速い訴である。

イ ン フ レ で 土 地 や 建 築 資 が」てがリ、一戸建て庭つきの マイ ホ ー ム の 庶 民 の 夢 は 消 え 失 せ る し 、住 宅 ローン

に よ る 7 ン シ ョ ン 購 入 に も 手 の 同 き か ね る 向 き に は 公 営 住 宅 の 抽 選 に 当 た る の を 待 つ し か な し 、 。 税 実 は

かくもさびしし、 。 そ の 公 営 住 宅 も バi街 地 に 立 つ も の は 否応 なく 高 層 に t1p し上 げ ら れ 、 il !.l lい の な い 画 一 的

な プ ラ ン の 蜂 の 巣 の よ う な と こ ろ に がjI し込められているのである。質 の 向 上 と い っ て も 全 く 絶 望 的 である 。

ろう H <

冷 暖 房 完 備 の オ フ ィ ス か ら 附 屋 に も ど れ ば 、 冬 は コ タツ 、 夏 は ハ ダ カ で 暮 し て い る 。 こ の ア ン バ ラ ン ス

は い つ に な っ た ら 解 消 で き る の か 。 は た し て 誰 の 責 任 か 。 よ く よ く 考 え て み た い と 思 う の で あ る 。 ( S e )

口 住 宅 の シ ビ ル ミ ニ マ ム

日 本 の 居 住水 準 は 諸 外 国 に 較 べ る と か な り 低 い。 1 期 5 ヵ 年 計画 が 達成 し、住 宅 戸 数 が 世'貯 数 を 上 遡 っ

た と い っ て も そ の 広 さ は ま だ ま だ 狭 い。

住 む た め に 故 低 と の 位 の 而和 が 必 裂 か の 研 究 はかな り進 ん で い た が 、実 際 の政 策 として 取り あ げ ら れ る

こ と は ほ と ん と な か っ た 。

神 戸 市 で は 、昭 和 45年 に 生 前 環 境 基 準 ( し 、 わ ゆ る シ ビルミ ニ マ ム ) を 作 成 し た が 、 そのなかで、 他 都 市

で は あ ま り 例 の み ら れ る い 住 宅 の 披 低 基 準 を 持 っ て い る 。 こ れ は 一 人 当 り 3 帖 の 寝 室 に 食 寝弘 知 の た め

の 食4 ス ペ ー ス 3 帖 を 加 え 、 4 人 で 計 15帖、 一 人 当 りに す る と 3. 75帖 の 居 室 と な っ て い る 。 こ れ に も と

づ い て 、 直 接 供 給 す る 住 宅 か ら 、 世 * 数 に 応 じ た 型 別 供 給 を 行 っ て い る 。

こ の 広 さ は 、 決 し て 十 分 な も の で は な い が 、 住 宅 政 策 を 科 学 的 に 進 め る と い う 点 か ら 考 え る と 、 こ の 数

字 も 意 義 が あ る と 思 っ て い る 。 しかし 、 最近 の 建 設物 価 の 高 騰 の た め に 全 市 民 が この 基 準 を 達 成 す る ま

で に は 、 さ ら に H寺! 日! が必要になったことは非常に残念である。 ( 0 )  

口 文 化 遺 産 と 建 設

r  ｊｾ 業が文化 ｩ 立肢を守 ってきた ｊ r  1足立佐が存 立 し え な く な っ た と こ ろ に 今 日 の 文 化 財 問 題 の 大 き な JJj( 困

がある」平 ｉ 成ぶや民間京ぺｾ .Cj; .t j郎 の 跡 を Jp・いてみて尖トぶしたことである 。

ブ ル ド ー ザ ー な ど な か っ た 11 . 刊にには泣跡をいちいち椴り l-IJ すよ り、 土 を 持 っ て き て 田 ん ぼ に し た 万 が 楽

であったろう 。 木泣 の家なら 、布をしいてかためただけで結構建つ 。 ところが機械で坊ｾ｜ ' ) 起し、鉄筋コン

クリートの大きな法礎をつくるとなると ｩ 立跡などひとたまりもなし、 。 環境保全をとり込んだ地域 ｉｊ ｦＮ ｌＧＩｾ ， ￬ｉ・

困 も 必 要 な こ と だ が 、 そ の l坊に j災$ で食ってゆけないか、成司令: の 土 地利 )11 で や っ て ゆ け な い か 、 と い う

こ と も ま じ め に 検 討 し て お く こ と を 忘 れ て い な い だ ろ う か。 そ ん な こ と を 反 省 さ せ ら れ る 。

考 え て み れ ば 、 ビ ル を つ く っ た り 、 あ る い は 個 人 の 住 宅 を つ く っ た り す る こ と も 、 人 1/¥1の Jj; ζ み の '1' でみ

れば、 「 文 化 」 の 事 業 で あ り 、 昔 の 人 11¥1が 伽 墜 を つ く っ た り 、 あ ぜ を つ く っ た り し た 仕 事 とみ: ntl 'j に |可

じ も の で あ る 。

文 化 社iili と 建 設 と か 14f. 1発 と い う の は 、何かみj 立 す る 概 念 の よ う に う け と ら れ て い る が 、 こ れ は 全 く お か

し な こ と で あ る 。 建 設 技 術 教 育 で も 、 も っ と 歴 史 的 な 歩 み に つ い て カ を 入 れ る べ き で あ ろ う 。 ( M )

口 建 築 工 事 の 総 合 指 数 化 方 式

H乍年末、 12i 負 契 約 約 款 の r 'JI. 情 変更に伴う請負すそ綴の更改」について 、施 主 に 対 し て 業 界 よ り 窮 状 を l 況明し、

大半の工亭は深い佐ｬｉＮｬￆ ｪｦｪｩｪｾ を利て解決し 、 春 、 互にかけて竣工をみるわけであるが、去る Ｓ 月 水 、大阪 ､ｩ ーが

業 界 に がl し て 協 議 提 案 を し た 総 介 指 数 化 方 式 に よ る 更 改 方 法 は 、 illi 用 の 仕 方 次 第 で 今 後 悲 起 す る で あ ろ

う 建 築 資 材 の 値 動 き に 対 処 す る た め に は 随 分 と 画 期 的 で あ り、有企良の方 式 であろう 。というのは、，建築全

品 目 に わ た っ て の 価 格 の 変 動 に 対 応 で き 仰 る し 、 ま た 、 工 期 に 対 す る 業 者 の 使 命 感 も 以 わ な い か ら で あ る 。

更 改十時 置 の 北 本 条 件 として 巧 l伍 さ れ な け れ ば な ら な い こ と は 、 す べ て に 公 平 で あ る こ と 。・J';務処1) " I! の 省 力。

迅 速 な 対 応。 定 綴 請 負 の ドE絡 も 残 し fUる こ と 。 形 式 的 に も 満 足 し 、 そ の う え 今 旦11f I'j で も あ る こ と 。 なと

であろう 。

以 上 の こ と は 、 指 数 化 } J ＮｲＮＧｩＺＮ の ＮｩｉＡ，｜ＮｦＧ ｊ と 系数との組イトせで充分可能ることである 。 たただ，し、村易殊 ｾ 工 Ｇ ｊド ｩ は 斗単 ， ￭ Ｎ ｬｾ

自の 変 助 l申川ド川貼川"“ ，' ，の4紅砧f汽{ 卜.1片げずでで‘ もやもむ' をえるな. ，、叶1刊盲与干例 も残ろう 。

また、利11か ト ことを J7 え れ ば 処 築 'i 'i 指 数 の 数11在よ リ も数ヶ) J  li ij に 1eJ t し て い る こ と や 、 残」て')';. :，1  ri  ，'1"，11， 

ｫｾｾ は建物 ｈ ｬｊ ｩｊ および前負令制によリある ｦｕ ＱＢ ， Ｑ ＱＱＱ 切って巧Ｍえること 。 ＮｪＧ，ｙ， Ｇｪ 立、仕上の 十 旨数比ｩＮ［ ;11111; 1) らざるを

ｦＡｊ ーない等、集約 ＨｉＧｪ［ ♀観点にた つため 、 ｲ ［ ｬ ｩｉｊＭｉ［ｊＩる ｦｾｕ ＱＧ J は 今 後 地 主 と 業 者 と の | ル 淡 を 約 み ofi ;ね に よ り あ る 数

11在 、 系 数 を 見 IIHす こ と に よ り、 より 以 l ー の 方 式 と し て ゆ か ね ば な ら る い こ と は い う ま で L 乏し、。 ( S i)

也築と H 会 問 4' 1" 5  11';' 23  
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北摂ニュータウン計画
兵 庫 県 建 築 部 北 摂 開 発 局

I 北 摂 ニ ュ ー タ ウ ン の 概 要

1  . 開 発 地 域 の 概 要

(1 ) 北摂ニュータウンの位置

〈位置〉

・北摂ニュータウンは、大阪から 30- 40km、神戸から 20- 30

kmの距離の位置にあ って、 三 田市域の西南部にあたり、その

中心部は国鉄福知山線および神戸電鉄三 田駅の西方約 4kmの

地点にある 。

・阪神間及び神戸の臨海部とは六甲山系によってへだてられ

ているが、この六甲山系と北部の丹波地域を走る中国山脈に

固まれた広大な三 田盆地西北部の山林を主体とした ゆ るやか

な丘陵地帯( 海抜180- 250m程度) で、武庫 川流域の自然環

境に恵まれた地域である 。

〈気候〉

・三 田盆地は、海抜140m以上の所にあるので、やや内陸的気

候 の特性を有し、臨海部に比べ日々の気温較差は大きいが、

夏の南風は秒速 2 - 3 m、冬の北西の季節風も秒速10mを越

えることは少〈風は強くない。年間| 徐悶量は 1500mm程度で、

年平均気温は 13 - 14.C で神戸市街地より 2 - 3 .C低い。

〈交通機関〉

・大阪方面へ は国鉄福知山線( 三 回~大阪60- 90分) 、神戸方

面へは神戸電鉄( 三 田~新開地約60分) がある 。

(2) 三田市の概要

〈面積、地形〉

・総 面 積 約210km
2

・市域の北部と東部は海抜500- 700mの山岳地であり、南西

宮[1は概ね 300m以内の丘陵地である 。平野部は武庫 川本川 とそ

の支川沿いに僅かに拓け、南部の市街地を 中心とする 三 田盆

地が最も広大である 。

〈人口〉

・昭和48年現在、約34，000人( うち D I D人口約8，300人) で

ある 。昭和30年との比較では、わずかに約300人の増加で、人

口は停滞している 。 周辺の宝塚市 ・伊丹市 ・川 西市が昭和30

年比で250- 300% に急増しているのと対照的である 。

〈三田市の歴史〉

・昭和32年、旧三 田町 ・三輪町等旧有馬郡の 2 町 6 村が合併

して新三 田町が誕生し、翌33年市制昇格が認められて兵庫県

(3)周辺地域の宅地開発の状況

〈概要〉

・周辺地域の宅地開発は、地域別に次の 4 つのグループに分

け られ、

① 臨海部の公的開発を主体とした宅地開発

28 建築 と社会/ 1974年 5 月号

〈道路〉

・大阪方面へは国道 176号線、神戸方面へは主要県道神戸三

回線が走 っている。

- 北摂ニュータウン

位置図

下第20番固 め市としてスター卜した。

・三 田は、古〈白鳳時代に建立された金心寺の門前町として

発達し、江戸時代初期( 寛永年間) 以降は三 田城九鬼藩の城下

町として栄え、位置的にも大阪 ・神戸 ・有馬 ・丹波を結，J : 交

通の要所でもあり、現在までこの地域の商業活動の中心地と

して発展してきた。

〈三田市の産業〉

・農業人口が全人口の約半数を占めており、農業中心の都市

であり、 三 国米 ・三 田牛・マ ツタケ等 の産地として有名であ

る。

- 米作だけで はな く、酪農・野菜の抑制栽培等近郊農業を目

指す農業構造改善 に力が入れられている 。

・また、昭和34年に工場誘致条例の制定、 37年に通産省の工

場適地指定を受け、工場進出が始まっている 。

② 神戸電鉄沿線の公共 ・民聞の混合した宅地開発

③ 猪名川流域及び宝塚沿線の民間による宅地開発

④ 中国縦貫道沿線( 三 回以西) の民間による宅地開発

それぞれの特徴は、



〈臨海部〉

・昭和30年代の後半から、公共体( 神戸市・住宅公団 ・兵庫

県) による開発が盛んに行なわれている 。

・主として、神戸市と阪神間の人口を吸収している 。

〈神戸電鉄沿線〉

・昭和 30年代後半から、神戸屯鉄を中心に宅地開発が始めら

れ、有馬以南は、民間の開発が多〈、地形の影響を強〈受け

て駅周辺の小規模な宅地開発が多い。有馬以北では、公共体

による丘陵地の大規模な開発が多く計画されている 。

・臨海部と同じく、主として、神戸市と阪神間の人口を吸収

している 。

〈猪名川流域及び宝塚沿線〉

・昭和40年ごろから、大手企業による宅地開発が集中し、そ

の規模は公的開発団地に匹敵するほど大きなものが多い。

・現在のところ、 地形 ・交通条件によって宝塚以西の開発は

少

- 主として、大阪圏の人 口 を吸収している。

〈中国縦貫道沿線(三回以西 ) >

・中国縦貫道の開通を見越して、最近になって宅地開発が行

なわれだした 地域で、別荘地的色彩が強〈、比較的その規模

は大きい。

与量IA品全?J

ρ  

北神戸団地 ( 502ha)

- 周辺地域宅地開発図- 公的開発

・昭和 48写現在 仁コ民間開発

• ＲＰ ｍＮ主 ｾｬ ニ

〈資料提供〉兵庫県建築部住宅開発課
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2. 北 摂 ニ ュ ー タ ウ ン 開 発 の 目 的

( 1 ) 開発決定の背景

〈外周部の計画的開発の必要性〉

・昭和40年代初めには、すでに阪神及びその直接の近郊部に

おいては市街地開発が一巡し、外周部へのスプロールの兆し

が見られだし、臨海部の有効な土地利用のための再開発と、

そこから分散する産業と人口の受入れ基盤としての外周部の

開発とが、計画的におこなわれる必要性が強まってきている 。

・また、この外周部の開発は、その後背地に対する前進基地、

すなわち、阪神臨海部との中継地帯としての役割りをも受け

持たねばならない。

・上記 の理由から 、県政振興計画( 兵庫県、 S 41年 8 月) 等

において「三 団地区に、秩序ある市街地の整備と 既成都市区

域における産業人口の受入れ体制と後背地への前進基地の確

立を図るため 、工業団地を含む u職住近接砂の ニュータウン

を開発するとともに、そ菜 ・花井・畜産物等の合理的組合せ

による生産性の高い近郊農業地帯の形成を図る 。」 と、北摂ニ

ュータウン開発の必要性が述べられている 。

北摂 ・北神地域、 公的住宅地開発一覧表

(2) 北摂・北神地域の開発構想、

〈三田市の現況〉

・三 回が、前述のように大阪・神戸から 30km前後と比較的近

距離にあり、

① 歴史的に 三 田 ・丹波 ・北神地域の商業中心

② レクリエーショシ面での阪神地域に対する豊富な緑地

資源

の機能を果しつつも 、発展 ・開発が遅れていたのは、もっぱ

ら交通条件の弱さと水源資の乏しさによっている 。

・三 団地区開発調査報告書( 兵庫県 、 S 40年) では、 三 田市

の現況を次のように要約している。

① 第 l 産次産業に偏っている。

② 阪神大都市に対する労働力の供給源に化している。

③ 阪神大都市における労働力や資本の過度の集約状態を

緩和させる疎開地となりつつある 。

④ 所得水準の低い未開発地域である 。

〈北摂・北神地域の開発構想、〉

・ しかし、この地域の開発計画をみると、中国縦12 自動車道

. 近畿自動車道舞鶴線の開通及び西幹線構想、ならびに国鉄福

知山線の複線電化計画、また、青野ダムの開発計画と、これ

まで発展の陥路となっていた交通 ・水条件の改善が図られよ

うとしている 。

・また、中国縦貫自動車道に関連して流通センター及び工業

団地の開発が計画され、北神戸団地 ・藤原団地等の北神ニュ

ータウン開発と公的開発計画が数多くなされており、 北摂ニ

ュータウンや周辺人口を含めて、この地域には、将来人口 40

- 50万人の都市が形成されようとしている 。

30 

j也 区 名 而横 ( ha)

ヰヒ 北 限 南 339 

北 摂 中 央 603  

北 ＱＡｾ 西 159 

11¥ ｾｴ＠ m j ヒ 143 

有 tt 113 

北 藤 原 287 

北神戸第 l 223 

北神戸第 2 175 

1<1

'  

北神戸第 3 104 

Z十 2，151  

- 周辺開発構想図

人口 ( 人) 開 発 主 体 開発手法 r. s市計画決定

兵五11県 新 伎

日本住宅公団

"  

兵団t県

日本住宅公団 工 業

18，000 神戸 市 新 住 41. 12.  27 

40，000 神戸市‘ 日本住宅公団 区画! i ! 理 43.  12.  18 

33，000  
'  

.  .  
44.  3 .  14 

26，000 

"  

.  
"  

44.  4 .  21  

16，000  
"  

.  .  
44.  4 .  21  

261 ，000 

① ｾｴ 慣北地区Ｈ工業団地ｽ住宅金団施行

2  北摂酋地区 兵庫県施行

3  北畑中失地区 住宅公団施行

青野ダム{ 予定> @) 北照南地区 兵庫県施行

品 北神戸車 3 地区

@' 北神戸車 2 地区

7  ｾｴ 神戸車 Ｑ 地区

8  工蝿団地( 予定) 9  琉 通 セ ン タ ー

10 繭原地区 11 有野団地

切7
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〈課題〉

・開発の目的及びこの地域の現状か

ら考えて、北摂ニュータウンの開発

にあたっては 次のような課題があり、

以後の計画もこれらのことを考慮し

ながら進められた。

① 住居と工業の結びついた、い

わゆるやニュータウン砂とし

健

て自立度を高めてゆく方向を

考える必要がある 。

当地域は、農山林が大きく残

っているので、良山村計画も

含めた計画として開発計画が
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樹てられる必要がある 。

周辺部に存在する多くの緑地

は、市街地の無秩序な拡大を

防ぐためにも、自然緑地や施

設 緑地として生かし てゆくの

③ 

州
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川

町

田

N
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が望ましい。

新規定着人口はかなり多くの

部分が、三回周辺に職場を持

つようになると考えられる 。

そこで、中核市街地に比定さ

れる三田中心市街地の整備が、

大 阪 ・神戸との関連の下に図

られる 必要がある 。

住宅地は、産業開発と対応し

た住宅地と都市向けの住宅地

の 2 つが大きな方向となる 。

工業地の開発にあたっては、

とくに秩序た‘ った形態を確保
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3  . 北 摂 ニ ュ ー タ ウ ン の 計 画 概 要

(1) 計画の基本方針

- 前述した開発の目的及び課題を受けて、計画の基本方針を次の

ように設定した。

周辺地域緑地・レクリエーションゾーン

〈工業団地の開発〉

・住宅団地だけではなく、大気 ・水汚染、騒音等の公害の恐れが

少〈、かつ、非用水型の加工組立て業等を主体とした内陸型工業

団地(l 43ha) を、この地域の産業開発のひとつの核として開発し、

都市としての発展とともに自立性を高める。

〈自然環 境の保持〉

・開発区域は、 三 回盆地のなかの未開発の丘陵地であり、周辺に

は、清水東条 iliJJ 県立自然公園 ・多紀連山県立自然公園 ・猪名 川県

立自然公園や武庫 川 などがあり自然環境に恵まれている 。

・この 自然環境を保持するため、できる限り造成を少〈し、秀れ

た地形 ・自然植生や埋蔵文化財の保存をはかり、公園緑地を多〈

計画するとともに周辺のレクリエーション緑地とのネ ッ トワーク

を考慮する。

〈周辺地域との調和〉

・ニュータウン の周辺は、既成市街地と連担した一部の区域を除

いては、市街化調整区域として無秩序なスプロールを| 坊ぎ、河川

改修にあわせて圏場箆備を行なうとともに開発区域内の農業用溜

池は主 として公園緑地内に統廃合して確保し、周辺の農業基撚を

高める 。

・既成市街地及び周辺集落とは、道路により接続させ各種地設の

利便 ・機能の補完を図る 。

〈安全で快適な街づ‘ くり〉

・地区内の人と車の交通は完全分離し、歩行者及び自転車は自動

車道とは別に整備した緑道網により、センター ・学校 ・公園等の

各施設へ短距維で通ずるようにし、幹線街路とは立体交叉させ、

安全な通行と生活の利便さを確保する 。

・また、地形に合わせた建物配置を行なって景観を高め、自然環

境 の保持とあわせで快適な街づくりを行なう 。

〈都市機能と施設の充実〉

・交通の利便を図るため、阪神地域への大量輸送機関として欽軌

道をニュータウン内に導入し、南地区及び中央地区に駅を設ける 。

また、アクセスコントロールされた幹線街路( 広域幹線、住区幹

線) をはじめ、サービス街路、区画街路と機能別にランク付けさ

れた街路網を整備する 。

・各地区の中心部に、商業 ・業務 ・娯楽等の機能を集積させて都

市中心( 地区センター) を形成するとともに、住区( 小学校区、

約8，000人) を生活の単位として、 小学校 ・幼稚園 ・保育所 ・近隣

センター ・医療施設等を配置する。

・また、新しい都市施設として、地域冷暖房 ・C A T V . ゴミ輸

送の新システム等の採用についても検討を行なっている 。

(2) 事業概要

区 分 地 区 面 干支 人 口

南 地 区 339 ha  42，000 人

住

!iじL 司.

西 地 区 159 ha  16，000 人

団 t也 中央地区 603 ha  70，000 人

5十 1，101 ha  128，000 人

工 業 団 地 北 地 区 143 ha  

ぷ口入

百十 1，244 ha  
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(3) 住宅計画

- 地区センターに近い所を高密住宅地区( 主として中高層住

宅) としてアーパニティを高め、地区センターから雌れた外

周部を低密住宅地区( 主として斜面住宅・テラスハウス ・独

立住宅) として、景観と住環境の保全をはかる。

〈中高層住宅〉

・画一的な単調さをなくすよう、中層住宅と高層住宅とを混

合配置し、変化と割和を考える 。

・土地の高度利用によって、開放された緑の多いオープンス

ペースを作りだす。

〈斜面住宅〉

・自然地形の勾配 ・方位および現況樹木の保存を極力考え住

宅と緑とが一体となった住宅として、北摂ニュータウンの緑

の中の住宅を代表させる。

〈テラスハウス〉

・集合住毛と独立住宅の良さを兼ねた住宅タイプとして計山

し、要所に人の集まることのできる広場を確保する 。

(4) 土地利用計画

南 地 区

住 宅 用 地 公益的施設用地道路用地

126.6ha I  

( 37. 3%)  

(5) 施設計画

〈公園〉

・三田市全域を対象とした風致公園( 南地区) ・運動公園 ・総

合公園( 以上中央地区) をニュータウン内に設け、住区構成

に応じて地区公園 ・近隣公園を配置する 。

・児童公園 ( O.25ha を標準) を各住区・3 - 4 ヶ所、プレイロ

ッ トを f主戸配置にあわせて適宜設ける 。

〈教育施設〉

・小学校は 1 住区に 1 校、全地区で 15校が建設される。 中学

校は 2 住区に 1 校ずつ、全地区で 7 校とし、高等学校は全地

区で 5 校設置する 。

・幼稚園は、 2 住区に 3 図程度考える 。

〈独立住宅〉

・主として盛土部分に配置し、可能な所では 、自然、植生が各

住宅の庭にとりこめるようにする。

南 1也 区

住宅タイプ

西 t也 区

戸 数 構成比 戸 数 構成比

局 層 住 宅 4，851戸 46. 8%  

集 3，460戸 80.4%  

中 層 住 宅 4，092 39. 5 

l口』

斜 面 住 宅 412 4. 0 46 1. 1  

住

テラスノ、ウス 45 0. 4 74 1. 7  

ニFιじー.

言十 9，400 90. 7 3，580 83. 2 

独 立 住 宅 960 9. 3 721 16. 8 

正口入 百十 10，360 100. 0 4，301 100.0  

(注 1 ) 中央地区は基本計画作成中であるので挙げていない。

( 注 2 ) 南地区は、センター内に建設される 696戸は除いている。

住 宅 用 地

75.3ha 

( 47. 2%)  

〈医療施設〉

西 地 区

公益的施設用地道路用地

1 m京司阿古司

( 13.9%)  (13. 5%) 

・総合病院を設けるとともに、診療所を医者村の形式で 6 -

8 科程度の規模のものを各住区に計画する。

〈購買施設〉

・地区センター内に商業施設を設けるほか、日常品の購買に

ついては近隣センターを設置する。

くその他施設〉

・15万 人の街づくりに必要な各種施設、たとえば市民ホール

図書館 ・官公庁施設等はできるだけ機能ごとにまとめ、土地

利用全体の整合性を保ちながら配置する。
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11 : 1 ヒナ宴ニュータウン「南土也区 J

一 台 衰 の 中 の ニ ュ ー タ ウ ン

を め ざ し て 一 一

ここでは設計計画全般の紹介というより、むしろ、そうした

設計過程の中で北摂開発局がこれまで、とりわけ「緑の中のニ

ュータウンをめざして」取組んできた 一連の作業の報告にさ

せていただく 。 開発局では、こうした趣旨に沿って、昭和47

- 48年度にかけて、丹下健三 十都市 ・建築設計研究所に依頼

して、北摂ニュータウン南地区の第 5住区の設計変更作業を

4子なったので、それについても後半で触れてみたい。

1. :1ヒf宴 ニ ュ ー タ ウ ン

「 南 地 区 」 の 設 計

〈公園とベデストリアンウェイ = 緑道〉

・南地区の公園計画の特徴は、ペデストリアン= 緑道沿いに

細長く配置し、公園が連続している中に運動広場、遊戯スペ

ース、修景散策エリア、池、川を配置し、公園の機能をペデ

ストリアン= 緑道に直結し、利用しやすい形態としている 。

また、これは緑道が公園と 一体となる事により、緑の多い散

策道となっている 。 ( 図 - 1参照)

・各住区ごとに配置されている近隣公園( うち 2 住区は地区

公園) のほかに、 20ha に近い風致公園を、ちょうど南地区の

( 同時に北照 N. T. 全体の) 玄関にあたる位置に配している 。

この公困は、その規模からして、自然植生 ・地形をそのまま

残すことが可能であるので、自然保存をテーマに、自然組生

の中に、池、散策道、小規院な広場を配置し、自然と親しむ

公国とする 。

〈周辺緑地について〉

・地区の周辺部に l陥20- 40m程度の周辺緑地を、最大限現況

のまま確保し、住宅地の環境と周囲との調和をはかる 。 しか

し、地区の東側は、 三 田既成市街地との辿担した市街化区域

でもあり、緑地による分断は、むしろ避けた。

〈施設および住宅地内の自然植生〉

・自然M生 ・地形をできるだけ確保し、それを地区全体の共

有物として有機的に生かすため、施設 ・住宅地にも、それを

取り込んでいる 。 図 - 2 、 3 、 4 は、各々、そうした趣旨で

検討し、計画されたスーパーブロ ックの例である 。

・メイ ン緑道 (11届員 8 m) をはさみ、向かいに近隣公聞を持つ

小学校 ・中学校用地の場合も、 図 - 5 のように緑を取り込み、

地区全体の一体化に尽している 。

34 

〈図 一1. 公園、緑地とベデストリアンウェイ = 緑道〉

5- 5  

ザ ミ ト

ーーー緑地・各施設を結んだ 、ー

ループ状のメイン緑道

ーーーー地区センターから放射

状にのびるメイン綴蓋

( 共に幅員 8 m)

〈図2 一公園に接した北斜面を取り入れたブロック例〉

〈図 - 3.公園に接した南斜面を取り入れたブロック例〉
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〈図 - 4. i 也区公園・児童公園に接するブロック例〉

2. 南 地 区 「 第5住 区 」 の 設 計

〈第 5 住 区 を 貫 ぬ く を を そ の ま ま 残 す 〉

・図 - 6 に見る通 1) 、第 5 住区には、オダラ池からコモ池に

至る南地区内では一番彫の深い谷がとおり、さらに第 2 住区

に続いている 。丹下チームの作業は、その基本として、この

谷を地区公園として原地形にできるだけ近い形で残し、計画

しようとする住宅 ・都市施設の弁々をそうした自然環境に対

して最前線に立たせることから始まった 。

・宅地は、尾般を cut した部分に設け、尾栂と谷との接点で

ある斜面は最大限残し、谷をそのまま計画に組み入れる 。( 谷

の部分は鐙地作業にとどめ、原地 ｽｦｾＱ 包と計画高との差は Ｒ Ｍ

4 m程度) ( 図 一 7 参照)

・南斜面には、緑の中に介在する斜面住宅を配し、北斜面は、

すべて保存緑地として、各々、公問、住宅用地内 、学校用地

内などに取り込み、! 京地形そのまま利用する 。

〈図 - 6 第 5住区の現地形〉

〈図 - 5 公園に接する北斜面を取り入れた小学校・中学校用地の例〉

中学校 小学校

〈計画の骨格〉

・! 京地形のまま残された谷? 一一ーその谷を狭んで北側と南側

に各々の尾根線に沿って走る二つのメイン緑道ァ一一- i i - と 一

つのメイン緑道が合流する地点 A ( 図 - 8 による) 一一一一 オダ

ラ池に接し、二つのメイン緑道を結ぶ地点 Bァ一一一これらが

この住区全体を構成する主要な要素である 。

・また、ランドマーク( または、ビスターポイント) として

節 5 住区の空間構成を視覚的により容易に理解する役者IJ をも

たせて 、超高層 (25 F ) ポイントハウスを、地形的に特徴的

な場所に 3 ポイン卜選定 、加えて、 14F ポイントハウス( 2  

棟でセ y ト) も 3 ポイント選定配置した 。 ( 図 - 9参照)

‘ h  

r  

〈回 一7. 谷をそのまま残す }針Hのcut と 1'. の作動〉

〈図 - 8 計画の骨格〉 〆 匂 9 ビスタ一ポイントの設定〉

h h  

F  
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センター施設

〈計画の肉づけ〉

・メイン緑道のある部分は、建物に狭まれたスペース一一即

ち高層住宅と斜面住宅とで狭み、一体的な建物配置による生

活杢聞の織成が提案されている。( 北側の尾根線に沿った部

分、 図 - 10参照)

・また、メイン緑道の別の部分 l立、センタ一泊設、公園、学

校、医者村、幼稚園、小売庖舗、 14F ポイントハウス( 2 棟

でセット) などを軸として配置された住宅群を突きぬけて構

成されている。( 南の尾線、 図 11 )  

・オダラ池の周辺は、大きく保存し、池の南北の水辺には桟

橋上の遊歩道を設け、西部の自然植生池には散策路をめぐら

し、南北端の水辺広場を結んでいる。緑道が尾恨から谷の公

園へ下る場所には児童公悶を設け、 図 8 でいう地点 A 、B

については核としての空間処理を考える。谷は全体としてゆ

ったりとした多目的芝生広場とし、その北側には修景水路を、

南側には散策路をはりめぐらす。

・こうした谷を 一望に見渡たし 、また、 二つのコミュ ニティ

群を結合するメイン緑道が両方から合流する地点の空間処理

は、一連の作業のカナメでもあった。この地区全体を貫ぬく

一つの統ーのとれた哲学と造形とが、この一点に最も象徴的

に表現されねばならない。二つの尾根を直接つなぎ( 一度谷

に降りることなく) 、そのメイン緑道を自らの懐にいだいて谷

を眺望するモニュメント的建築物一一自然環境博物館( 仮

称) のようなもので空間を構成する。( 図 一10、図 - 12参照)

この構造物の下は谷の公園が連続的に流れ込み一一一修景水

路の水は浅い人工池にそそぎ、公園の野外劇場と人工的にあ

しらった大風脱な広場とが一体となり一一一一公園とセンター

との結節j 点ともなっている。
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- オダラ池堤防周辺についても、その設計趣旨から、まず、

ここに横断している住区幹線( 幅員 20m) 、メイン緑道( 幅員

8  m) を長大なるスパンをもっ橋梁で処理し、谷の上下の分

断を避け 、谷の見通しを著しく高めた。( 図 一13) また、堤

防の上端と谷との落差が10m近くあり、こうした落差一一地

理的分断感を克服するため、水を岩に ぶつけながら落下させ

る装置をセットすることにより、空間の連続化をはかってい

る。

〈図 一12 自然環境博物館( 仮称) の構想図〉

〈図 一13. オダラ橋〉
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〈地域全体を一体的にとらえた計画〉

・今回の作業を過して、これまでになく緑地とそ の中に介在

する住宅などの建築物、自然地形、植生と人工的に計画され

た各種の構造物一ーなど地域全体を 一体的にとらえ、都市空

間に流れとアーパニティの強弱一ーリズムが表現され、計画

された。( なお、 図一13については、その後の作業で描かれた

ものである 。)



138 構 造 部 門

H 形断面はりの横座屈について 中 村 武

はりの横鹿屈現象は，鉄骨構造におけるはりの曲げ耐力を決める要素

として重要なものである。日本建築学会編の「鋼構造設計規準」におい

ても，横座屈をおとす恐れのある材に対する許容曲げ応力度は横座屈荷

重を基 IL決められている。

本稿ではとくに 2 軸対称断面をもっH形断面はり材の段座屈を取り上

げ，最近設計の際によく問題とされるはりのスパン方向に曲げモーメン

トの変化のある場合および床スラプ等ではりの上側フランジの横方向変

位が連続的に拘束されている場合の弾性横座屈荷重を数値解析の結果と

対比しながら考えてみる乙とに しよう 。

1. 均等曲げを受けるH 形断面はりの横座屈荷重および日本建

築学会「鋼構造設計規準」 の許容曲げ応力度

図 1 のようにH 形断面はりの両端に，断面強軸に対して曲げモ ーメン

トM が働く場合を考える。 M をOから少しずつ大きくしていくと ，は

じめ ( Mが小さいう ち) はりは Y 方向へたわむが，モーメント M があ

る大きさ o Mcγ になると図 1 1ζ 示したようにはり構面外へ轡曲する 。乙

れが横座屈である。

はりが構面外変形に対して単純支持されている場合で材の弾性範囲で

横座屈がお乙るものとすると ，横座屈モーメント o Mcr は次式で与えら

れる。

。 叫=l/'!!.. 些王位+ど竺与ι ... . ぃ・…・・・・・…- …( 1  )  

' &b- &b'  

OM C T に達 したときのは り断函縁応力は ，

M cr
ー

1 ./n
2
E I η K T ， n' 日 {yl

的 γ］ｾ 寸 ［Ｍ ＱＯ→ ＲｾＢ Ｂ + つF i ( 2 )

言己号 。σcr . 横座屈応力皮

Z:" : 断面強軸 ( x 車由) IC関する断面係数

ゐ: ねじ りの定数= 十btf 3 + ÷ h t 却 3

ん : そ り定数= 十んh

2

E .  C : ヤング係数およびせん断弾性係数

eb : 横座屈に対する支点間距離

(2) 式を変形 し，多少の省略を行うと ，

T = j [ ME 1 2 + 「π2E ] 2 ・ ( 3 )

ebh声アJ

-， 

L  (tbj i )" 

ただ し i  
= ト 」z L

ー ..... ...... ......... .... .. . .... .・
( 4 )  

， 

A f +

す
A w

記号 A / : 片側フランジの断面積

A 四: ウェ プの断面積

F
ご pz 

X  

図 1

J f ・片側フランジの Y 軸まわりの断面 2 次モーメント

(3) 式の平方根のなかの第一項はサンプナンの錬れ抵抗の項で，比較的

厚い板要素で構成されたせいの低いH形断面材では乙の項が第二項 IC比

して大きい。 (3) 式の平方根のなかの第二項はそり抵抗の項で，比較的誘

い板要素で構成されたH 形断面材では乙の項が第一項 IC比して大きい。

H 形断面はりの断菌性状 IL応じて(3) 式の平方根のなかの片方の項を無視

しでも安全側となる。したがって，

せいの低い厚板のはり σc r =
旦ニ並ι …・・・・・・……. . . . . . . … ( 5 )  

ebh/ Af  

n
2

E  

せいの高い薄板のはり σ c r =- r; ; -寸 六T
・・・・・ - ………・・・・ ( 6)

(eb/i)
2  

とするととにする。今までのと乙ろはすべて材は完全に弾性である場合

について述べた。

(5) 式を用いる厚板のせいの低いはりでは，降伏点まで弾性到5) 式を適

用しでも誤差が小さいのでそのまま適用することとする。一方薄板のせ

いの高いはりに対する式(6) 式をみると ，乙 れは片側フランジとウ ェプの

% からなる断面の
y 軸まわりの弾性圧縮座屈応力度になっている。そ乙

でとのような圧縮材に対して，非弾性座屈の式を，許容圧縮応力度に準

じてつくると，

町 {1. 0- 0. 4

ザ
} F

....... . .... ................ .......... . ...... 
( 7)  

記号 F : 基準値 ( F値)

となる。

A. : 限界細長比， A=J Zι
v  

O. 6F 

(5) 式. (7) 式を安全率で除してできたのが“ 学会許容曲げ応力度式" で

ある。すなわち横座屈を起乙す恐れのある材の許容曲げ応力度 ( fb) は

次式 ((8) 式. (9) 却のうちの大きい方の値をとればよい。ただしんは許

容引張応力度[，を乙えてはいけない。

ん= { 1. 0ー 0. 4
也422iA - ・ ・ ( 8)

し
A・

9
∞ ｛｢］ｾ ー ＮＮ，Ｍ［［Ｍ ー かつＭＺＺＺＮ｛，ＮＮＮＮ・ ｡ ・Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ ・ ｈ ・Ｍ一……・…………… …… ＨＹＩ

tbh/ AI  

となる。

と乙ろで上 IC述べた(8) 式のなか
lζ

はC という係数が含まれている。誘

導の順序でもわかるように(8) 式は均等モーメ ン トを受けるはりの横座屈

モーメントより導びかれたものであるので，横座屈に対して補剛された

区間内で曲げモーメントが変化している場合にも適用できるように許容

曲げ応力度を修正する係数が
ζ のC である 。

(C一一一寸〉的

〈卜¥¥う
M，

図 2

主‘ > C
.刷 、

んι

瓦
< 0
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"̂ 
C  =1. 75 - 1 侶( ポ) + 0.3(討 ) 2 ただし2. 3以下 (10) 

M ，. M
2 はそれぞれ横座屈区間端部における大きい方および小さい方

の強軸まわりの曲げモーメントである。 M2 / M，は単曲率の場合11:正，

複曲率の場合に負とする( 図 2) 。また区間中間の曲げモーメントが

M，. M2 のどちら かより大きい場合には C = 1 とする。乙乙で許容曲げ

応力度の曲げモーメント分布による修正係数C について，もう少し詳し

く考えてみる乙とにしよう。

2. 横座屈に対して補剛された区間内で曲げモーメントが変化

する場合の弾性横座屈モーメント

横座屈に対する支点閣で曲げモーメント が変化する場合の修正係数C

を数値解析結果を もとに少 し考察を加えてみよう。

端モーメントと等分布荷重を受けるはりの応力状態を端モーメント比

α( α = M. ! M，) と等分布荷重の大きさを表すf i } : s  ( s は等分布荷重の

みが単純ばりに作用したときのスパン中央曲け. モー メン トjV1
0 と大きい

Mo  

方の端モーメン トM，との比である。 F一 宮7〉で表現してやると図 3 11:

示すように α • s の組合わせによって実際のはりに生ずる応力状態に近

い状態を表すととができる。

乙のような種々の応力状態11 : 対する横座屈モーメン トを数値解析によ

って求めた一例が図 4 である。図 4 は J I S 寸法H形鋼H- “ わx 3∞x 12

X 20. ゐ= 6. ∞m の場合K 端モ ーメ ントと同時IL等分布荷重が上フラン

ジの上方 5c mの位置に作用したときの解析結果である。縦軸は乙のはり

の弾性横座屈モーメント Mcr ( Mcr は横座屈区間内での曲げモーメン ト

の最大値として考える) と基準になる均等曲げモーメン トを受けるはり

の弾性横座屈モ ーメ ント oMcγ の比として表現しである。横軸は端モー

メント比 α で‘ あり解析結果は等分布荷重の大きさを表す畳戸をノf ラメ ー

ターとして示しである。乙の図でわかるように前述の帥式で示される修

正係数C は，戸= 0 の場合すなわち座屈区間の両端での曲げモーメント

がM，. M
2 で，はり中聞に分布荷重がなく ，区間内で曲げモーメ ントが

直線的に変化している場合の解析結果の M町 /oMcr の値を基に決められ

たものである 。

図4 によって任意の端モーメン トと等分布荷重を受ける はりの横座屈

に対する修正係数C の値を推定する とと ができる。図 3 の左半上方部分

に属する応力状態，すなわち区間中間の曲げモーメントが区間端の曲げ

モーメント M，. M
2 のいずれよりも大きくない場合は，分布荷重がなく

山 占 さ 出 品 よ : ム U U G d

Ｐ ］ ＰＮＵ 亡二 コ亡二コ と］ｾ Ｎ ｾ

α=0  こ三三』 とと=ー とb 一一 i斗 て コ. D. て" : : : 7"

0='  0. 5と〉司 と与""""" ｌＺＺＺＢＮてｾ D. てコ らて二コ

. = - 1.0 じ与て: : : : ] じ』て=コ b てミコ hて豆D t::..てヨヨ

hてフA !'I.てE〆

民 ｷｾ てｬｙ

ｨ て ｅｙｾ てｽＳ￬

hてE phて3ヲ

3. 0 

C=...!. 隆乙

oMcr 

2. 0 

C=_Mc仁

O Mc r  

7. 0 

6. 0 

図 3

0. 5 - 0. 5 ー1. 0

図 4 α=  Jvf . ! M， (端モーメント比)

H- 600 X 300 X  12 X 20 

l ，= 6 . 00m 

一 一 β ヰ

ー一一一 β = 1. 0

- 一ー- ; 9= 1.5 

-ー一一 β =2. 0

曲げモーメント が直線的に変化す る場合の修正係数C を用いてもよいと 4.0  

とになっているが，乙の適用がほぼ正しいととが図 4 によってわかる。

しかし戸 =0. 4でα = 一0.5. - 1. 0の場合に見られるようにやや危険側

の場合もみられる。また図 3 の右方の応力状態，たとえば s =1. 0の一

部および戸= 1. 5. 2. 0の場合のように M. r/oMcr< 1すなわちC = 1 と

してもなお危険側の場合もある乙 とを注意してお乙う。しかし他方，通

常のはりで等分布荷重が作用する場合，区間の両端以外 IL横座屈に対す

る補剛材として働くものが全く ない場合は少ない乙とは事実で，修正・係

数式が危険側となっているような機会が現出される乙とはまれであると

いえよう 。

図4 は等分布荷重の作用する位置がはり上フランジの上方 5 cmの位置

にある場合の解析結果であり ，通常の分布荷重はだいたいとの位置に作

用するとみてよい。等分布荷重の作用位置ははりの横座屈荷重に大きな

影響を与える。等分布荷重の作用高さの影響を示す例が図 5である。分

布荷重がはりを上方から押し下げるような場合には，乙の分布荷重が横

座屈に伴う断面の擦れを助長するように働き ，横座屈に対し不利であ

る。一方，分布荷重がはりを下方から引き下げる場合には有利である。

図5 で乙のようすがうかがわれる。

小ばりなどのように，単純支持されたはりに等分布荷重のみが作用す

る場合の弾性横座屈 モーメ ン トIC対する解析結果を図 6Iζ 示す。もちろ

ん，乙の場合スラブなどで上フランジ( 圧縮側フ ランジ) の横移動が止

められているような場合には横座屈に対する配慮は しなく てよい。

以上は区間両端以外に横座屈に対する補問11材が存在しない場合のはな

しである。

44 

2. 0 

Mc r  

。Mcr

1. 0 

。

「ーーーー一一

一

トーー

一

ー1. 0

図 5 α = M. ! M， (端モーメント比)

M dla 

凶lli 巴

H  600X 300X  12>: 20. H 600X 200X  11 X I 7. Vm- 0  

H  600 X 200X II >: ＱＷＮｖｭ ］ ｏＮＳｾ＠

H- 600X 300 X  12X 20， V m 日35m

6. 0 

。，、

8. 0  10. 0 12 . 0 

.l ，( m)  
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3. 横座屈区間で床スラブなどにより上フランジの横移動がほ

ぼ剛に止められているときの弾性横座屈荷重

通常の建物では，はりの上フランジは床スラプなどの存在によってそ

の横移動が拘束されている乙とが多い。乙のような場合には横座屈に対

して有利になる ζ とはいうまでもない。乙のように片側フランジの横移

動がスパン方向に連続的 1<:: 拘束されている場合について考えてみよう。

解析を簡単にするために横移動に対する拘束条件を図 7のようにモデル

化しよう。すなわちフランジの横移動に抗する材が，等分布荷重の作用

位置と同じく上フランジの上芳 5 cmの位置にスパン方向に連続的に存在

するものとし，拘束点まわりの断面の回転は自由に起乙るものとする。

トB 斗 トB 斗

図 ? A nal ysed Model  V m= H/2十 O. 05m

図 8 ，図 9はとのようなモデル化されたはりに対する弾性検座屈モー

メントの数値解析の結果を示したものである。スパンの相違によって解

析結果は各戸値1<:: 対して帯状領域とな っている。

図10の実線は J I S広幅，中幅，細隠系列のH 形鋼 1<:: 対して行った解析

結果の下限包絡線を求めたものである。

はりの上フランゾの横移動が連続的に拘束されている場合には先の修

正係数C のかわりに本解析結果を用いる乙とも可能であろう。

上フランジの横移動が連続的に拘束されている場合の修正係数として

は図10の実線で示される値を用いてもよいが，さらに簡単化した近似式

を示してお乙う。図10の実験で示した解析の下限包絡線群に対して，

s =  0  K. 対して Mcγ / oMcr の a lζ 関する変化を

M c r =f (  a )  XoMc r  … … … … - ・・・・・ … 一 一 … … … . .. . . ・ (11)  

として表現し，乙の f ( a ) の近似式として

f ( α ) =1. 85- 1. 25α + 0.40 α2  ・・… … … 一 .. .... . . .・ H ・. . . …・・ ( 12) 

を与える。

つぎに， α =1. 0 のときの M cγ / oMc r の s K. 関する変化を，

M cγ = g ( β )  XoMc r  一… ー・・… . . . . . . . . . . . . … . .  .  .  .  • .  .  .  .  .  . ・…一 ( 13)

として表現し，乙の g ( 戸〉の近似式として，

g ( s ) =1. ∞+ 0. 85 s2 .......... ・・… … ー …  -・ . .... …  ・・・・ … ( 14) 

を与える 。

一般に相異なる端モーメントと等分布荷重が同時に作用するときの弾

性横座屈モーメントを与える近似式として，f ( α ) ， g  ( 戸〉の積を用

いて，

Mc r = C ' X o M
trr 

• …・・・ .. ......・ H ・.. . . …・ ・…. . . . . … .... . .・ H ・. ( 15) 

C' = f ( α)  X  g  (戸) =  ( 1. 85- 1. 25a+0.  40α2)  ( 1. 00+ 0. 85s2)  ( 16)  

と表す。乙のc' の値を図10中に破線で示す。解析結果と比較して安全側

であり ，実際設計上有用な範囲では近似度がよく ，比較的簡単な表現と

なっているので設計式として用いても有効であろう。

以上， H 形断面はりの横座屈現象および横座屈モーメントについて，

主として許容曲げ応力度と対比しながら ，簡単に述べてきた。本稿が実

際設計上のー助となれば幸いである。
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従 業 員 の 企 業 意 識

日本建築協会建築クラフ. 例会講演要旨( 昭和49年 2 月12日)

特 殊 労 政 研 究 所 所 長

酒 井 涼 爾

インフレと企業の責任がいろいろ論議されて

いますが，企業責任を大きく分けると . 1. 社会

資源、( 人材，資金，技術) をいかに生か してい

くか. 2. 企業の長期にわたる視野. 3.企業のも

つ社会的な責任，乙の三つに分けられますが，

きょうは乙のなかで，人材，つまり従業員につ

いて話したいと思います。

乙の 15年来の高度成長のなかで，人の問題は

あまり考ーえられなかった。ょいときは考えずに

すんだ問題も ，現在のようにきわめて企業にむ

ずかしい時代になって ，はじめて気がついたと

いう乙とではおそい。 しかしおそまきながら人

の問題は，乙れからの企業の最も重要な部分と

して考えていかなければならない。松下幸之助

さんも「企業は人なり」と言っておられます。

さて，人の問題のなかで，まず若年労働者の

人々の考え万，怠識をみると ，自分たちは中産

階級であるとし， レジャ ー， あるいは生活第一

で，思う通りにいかなければ，会社が悪い ，社

会が悪い，政治が惑いと責任を転嫁 し， 無批判

に付和雷同する ，甘い生活主義なんです。

彼らの考え方をいろんな資料で見てみると ，

人生の目標は，第一は給料を上げてもらいたい，

つぎに早く嫁さんがほしい ，早く 文化住宅に住

みたい ，そして車が欲しい ，というもので，若

い人の80%以上はマイホ ーム型なんです。おj苦

型は10%. 反抗型は109ぢぐらいでしょう。

したがって，若い人の卯労は一応の常識をも

った若者たちです。しかし彼らは付和雷同性が

強く ，何かのリ ーダーがヒットラー万才でいけ

ば，ヒ ット.ラ 一万才でいき ，東条さん万才なら

東条さんでいく。左右を関わず流行を追って走

っていきます。

元来，青年には大体反体制志向があるので，

が，今の若い人たちは案外仕事に対する熱意は

薄い し， 会社に定着しようという気持が少ない。

「金の卵」 とあおりたてた弊害もありますが，

まず第ーに学校に責任がある。学校では企業を

差別 し，企業の きびしさ ，仕事のきびしさを教

えないで，労働者の権利だけを教えてきた。し

か し企業のなかに入ると非常にきびしい。そ乙

で出てくるのは不満です。そういう ζ とでとれ

から迎える新入社員を ，もう一度再教育をやら

なければならないと思います。

新入社員は入社したとき ，自分は将来乙の会

社で働くんだという入社目的をもった人は 30

96. 職場の環境，条件が悪ければいつでーも転職

する というのが70銘というアンケ ー トがあるわ

けで，入社してから 6 カ月目のアンケ ー トによ

れば，今のままとの会社で働きたいという人は

45% . つまりその乙ろにはやめる者はやめてし

まっているから ，ややよくなっているものの，

いいと 乙ろがあったらかわるという人が3296.

どう してもやめたいという人が23% . 6 カ月た

っても分どまりは半分です。

金の卵たちは金をかけた割にむだが多い。し

かも 乙れからますますきびしい時代になれば，

そういう人たちの不満はさらに大きくなる。金

の卵をほんとに金にする冶金法を考えなければ

なりません。

とういう人たちにどうして企業意識をもたせ

るか，まず第ーに企業意識の裏返しは被害者意

識であるから ，まず乙れをなくさなければなら

ない。昔の労使関係は上下の関係であった ，そ

して戦後は労使の位置が対等になった。労働者

は労働力をもって企業K 参加し ，経営者は資本

をもって企業lζ 参加する。双方のカを共同させ

て，その仕事を通じて生活を持ちとたえ，同時

一面はどうしても対立する。乙の異なった側面

をもったものが労使関係です。

対立と共同;の二面をもった労使関係のなか

で，労働者は企業の一員と して，企業を発展さ

せていく責任があり ，堂々 と企業のなかで発言

できるのであって，被害者ではないと いう考え

方κ変えてやらなければならない と思います。

被害者意識とともにもう一つあるのは，企業

のなかにある不満がそうさせる という場合が多

いという乙とです。ある事例では，もらえる予

定でいたボーナスの額が 3分の 2 ぐらいだっ

た，カッカ していると乙ろへあるものから「経

営者から搾取されているんだ」 と周をたたかれ

ると ，搾取のないようにするにはどうすればい

いか，という 方向に突走る。またある事例では

ζ のどろの若い者は残業より デートを重要視す

るが，たまたま終業の間際IC残業を言いつけら

れて，いやいや仕事を している と， やはり肩を

たたいて 「君は労働を強制されているんだ」と

いうのがいるわけで，それを勉強するなら乙っ

ちへ乙い とヲ|っ 張り込まれて入っ ていくのであ

ります。

との場合青年を責められない。1 ' 1 : 与について

は，なぜ早く労働組合にはっきりと した姿勢を

示さなかったか，残業も なぜ計画性をもたなカ

ったか，それも高度成長のなかでの怠慢であり

ヒズミです。その職場の不満をなくす乙と ，乙

れは企業怠識を作るには大切なと とです。

不満とは何か，欲求がかなわないときに不満

にかわる。現在の青年の欲求は . ] . 明るくて働

きやすい職場，人間関係、の豊かな職場. 2 やり

がいのある仕事. 3.将来性のある会社，つまり

労働条件，乙の三つです。

だれでも不満はある ，仕事の乙とでは上司は

相談ICなかなかのってくれない。そ ζ で同僚ど

うしでぼやき合う ， じゃあみんなで何かやろう

とかやめようかという ζ とになる。がまんして

外でう つぶんばらしをしてもうまくいくはずが

ない。乙の不満を解消する方法を考えてやらな

ければならないわけです。

ではどうしてそういう人たちの考えを，企業

の方に向けるかという乙とです。まず企業は企

業の目標を明確にする 乙と，そして企業目標に

取り組む経営者の姿勢， 職制の姿勢が大事で

す。そ して努力した成果は公平に配分 しなけれ

ばならない。乙の三つがなされれば，労働者は

会社を自分の人生だと考え，被害者窓識から抜

親 lζ 逆らう ，古いものに逆らっていきたいとい に社会に貢献していく。したがって生活をさら け出すと思います。
( 述記録より 抄釈)

う傾向はあります。そ乙に戦後，青年の自由 ， によ くし， 社会に尽くすには，企業全体の発展

権利を野放しにするという風潮があり ，それが という大目標があり ，乙の共通の目標を目ざし

また断絶を生んできた。そして断絶を埋める勇 ていかなければならないわけです。

気，自信がないから ，対話する場所もない。 コミ しかし両者の進む道は立場が違うのでどうし

ュニケーションがない。ますます断絶は広がっ ても迷ってくる。経営者の追求する道は利潤追

ていく。乙れが現在の青年と親，教師，上司，組 求であり ，労働者は労働を売っている立場であ

合などに見られる共通 した問題になっている。 るから ，自分の条件を高める乙とが大事で，条件

もっと勇気をもって対話の場を作っていく乙と 向上を主とした道を進む。経営者は給料を上げ

が必要だと恩います。 てやりたいが，儲けなければならないという宿

乙れからまた新しく社員を迎える時期です 命がある。したがって一致する立場もあるが. I I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  I  
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GENERAL BUI LDI NG RESEARCH CORPORA Tl O N  

本試験所: ⑤ 565 吹田市藤白台 5 丁目 125 電話/ 大阪 ( 06)  872- 0391代表

大; 定分室 : .m. 531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 電話/ 大阪 (06)  351 ー 7217

|試験報告 ・そ の 9 I  

各種建築材料の熱伝導率について

1 . は じ め に

昭和46年10月，当試験所IC熱部門が設置され

て，日本工業規格に準じた保温材の熱伝導率試

験を受託開始して以来，現在に至るまで約85件

の試験を行った。とれら試験の供試体のなかκ

は保温を目的としないものも，いくらかは含ま

れているが，大概は保温材が主である。乙乙で

は当試験所の試験方法を紹介するとともに ，受

託試験開始以来のデータを総括的 IC分析し，そ

の結果を報告する。

2. 熱伝導率試験の概要

当試験所の試験装置は ，J IS.  1412 i保温材

の熱伝導率測定方法( 平板比較法) J IC準じて組

立てられており ，おも IC西独ハッケ社製機器を

使用している。試験依頼者より提出された試料

Gえきさ笈)()mmX 笈)() mm，厚さ1 O- 2 Smm) を，温

度 IOS.C の乾燥器中で恒量になるまで乾燥し，

その後任意 2 体の試料について，それぞれ3 種

の設定温度条件下で熱伝導率を測定する。試験

原理は，既知の熱伝導率をもった標準板( シリ

コンゴム) と試料とを密着して重ね合わせ，温

度差と厚みを知って，試料の熱伝導率を求める

ものである。装置の概略を図 1 に示す。本装置

の測定可能範囲は，試料の平均混度で -S. c-

+ω ℃程度である。恒湿器の性能はよく ，約 1

時間で定常状態 IC落ち着くととができる。

3. 試料について

平板比較法では ，試料周縁部の熱流の乱れが

中央の測定部分lζ 及ぶ乙とをきらって，試料の

厚さを10- 25mmと規定している。また平面そり

および表面の凹凸または部分的陥没は，試料背

後IC空気屈を部分的に生じる結果となるので，

その差は，試料厚さの土 3%以内としなければ

ならない。また試料の寸法は，縦横とも2∞m 士

6  mm以内におさめなければならない。一定厚さ

A  

日

凶

A: 打点式記録計

s: 氷点式基準接点器

c: c- c熱電対

0: 加熱漂

E: 測i旦シート

0. 50 

0. 40 

0. 30 

0. 20 

0. 05 

トm一-kh一ca-l℃ )  

0. 04 

0. 03 

0. 02 

M 

F : 試 料

0 : 標準板

H:  ;.QI];星シー ト
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+ 炭化コルク標準板

・1尭成ひる石吹付材 A- K 

O パーライト系材料

A 木毛セメント板 A - O

A 娃酸カルシウム板 A ，8

M 気泡モルタル

+ ロックウール天井板 A ，8

X 石綿セメント板

争 チップボードA . B

・ 木 片 セ メ 勾ト板

τ フヱノール系樹脂繊維板

ー無機質繊維発泡体

。石総セメ ント・ 桂酸カルシウム板

+ 石 膏 ・パーライト板

量発泡型石膏プラスチック複合材
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表 1 主な材料の熱伝導率熱伝導比抵抗 (20

0

Cにおける値を示す)

ｾｾ料
熱 伝 導 率 熱伝導 !.t 姪抗

番号

材 科 名 摘 要

ん( 結) 7 4官)
A，・

炭化コルク標準額 絶対乾燥状態 0.032 31.3 

2  焼成ひる石吹付材A
， 

0.057 17.5 

3  焼成ひる石吹付材日
， 

0.072 13.9  

4  焼成ひる石吹付材C E  
0.081 12.3  

5  焼成υる石吹付材D
， 

0.076 13.2 

6  焼成υる石吹付材E
， 

0. 107 9.3 

7  焼成ひる石吹付HF 事
0.072 13.9 

8  焼成ひる石吹付材G
， 

0.097 10.3 

9  焼成ひる石吹付材H
， 

0.078 12.8 

10  焼成ひる石吹付材| H  0.054 18.5 

11 焼成ひる石吹付材J
， 

0.066 15.2  

12 焼成υる石吹付材K
， 

0.070 14.3 

13 パーライト吹付材 1・ 0.107 9.3 

14  パーライト板 1・ 0.101 9.9  

15 本毛セメント板A
'  

0.130 7.7 

16 本毛セメント板B
， 

0.059 16.9 

17 木毛セメント板C w  0.069 14.5 

18  本毛セメント板D N  0.062 16.1 

19  チップボードA

"  
0.090 11.1 

20 Iチy プボードB s  0.091 11.0 

21 木片セメント板
， 

0.126 7.9 

22 I駒 山 ム 板A
， 

0.110 9.1 

23 1主磁力 Jレシウム板日 書 。.081 12.3 

24 ロックウ ール天井材A N  
0.045 22.2 

25 ロックウ ー Ｉｾ天井材 ｂ W 0.048 20.8 

26 I石綿セ j ント板
g  

0.243 4.1 

27 1 :17 ;;1. 7 7 1パ ー 耐 自然放置状態 0.037 27.0  

ｾ 例制 ， 
0.027 37.0  

29 無犠質繊維発泡体 N  0.273 3.7  

30 石綿セメント・珪磁力 Jレシウム板 n  0. 172 5.8 

31 1石膏パーライト板 絶対乾燥状態 0.071 14.1 

32 発泡型石膏プラスチック復合M 自然放置状態 0.087 11. 5  

33 気泡モルタル 0.538 1.9 

48 

かさ比重

0.14 

0.22 

0.29 

0.31 

0.31 

0.61 

0.31 

0.54 

0.42 

日17

0.20 

0.25 

0.60 

0.45 

0.91 

0.39 

0.48 

0.46 

0.70 

0.65 

0.98 

0.74 

0.64 

0.38 

0. 42  

1.55 

0.02 

。11

1.50 

0.85 

0.37 

0.46 

1.70  

熱缶導事葺韓近世式(5・C-65"C)

8は試料平均，星度

A  = 0. 000192 8+0.  0284 

人= 0. 0004020+ 0.0497

A=0.0004860十0.0623

入= 0.000498 0+0.0710

A  =0. 000429 0+0.0672 

A  = 0.000599 0+ 0.0948 

A  = 0.000432 0+0.0634  

A=0.000511 0+0.0869 

入= 0.000539 0+0.0676

入= 0.000368 0+0.似69

A  = 0.000421 8+0.0578 

A  = 0.  000443 0+0.0614 

A  = 0  .0005740+0.0955 

A=0.000621 0+0.0882 

A  = 0.000731 0+0.1151 

A  = 0. 000380 0+ O. 0512 

A  =0. 000516 0+0.0582 

人= 0.0004140+0. 0542

A  = 0.  0005140+0.0799 

人=0.000760 0+0.0756

A  = 0.000892 8+0.  1084 

A  = 0. 000625 0+0. 0980 

A  = 0.000499 0+0.071 1  

A  = 0. 000399 0+ 0. 0367  

A=0.000361 0+0. 0407 

). = 0.00226 0+0.1976 

入= 0.000417 0+0.0290

A  = 0. 000198 0  + 0.0229 

A  = 0. 00 1673 0+0. 2394 

A=0.00113 0+0.1469 

A  = 0.  000523 0+0.06021 

A  = 0. 000480 0+0.0775 

A  = 0.  00260 0+0.  4860 

日本建築総合試験所だより 21 

の空気屈を内部に含んだ中空パネル材や複層材

は， 均一等方と見なし得な いので，熱伝導率の

本質を考ーえると，あまり意味がな し む しろ熱

貫流率を測定すべきである。

4. 試 験 結 果

目主な材料の試験結果を表 1 1c示す。

5. 結 果 の 考 察

試験結果より ，各試料の熱伝導率を縦軸 IC，

かさ比重を横軸に とると，図 2 の関係が得られ

た。とれによると ，かさ比重が小さいほど，熱

伝導率も小さく ，言いかえれば断熱性能がよい

という乙とがいえる。最近建築材料としてよく

使用される ，焼成ひる石系材料や木毛セメント

板などが，乙の傾向をよく示している。

6. あ と が き

各種建築材料の熱伝導率とそのかさ比重との

関係、について述べたが，今後も当試験所で得ら

れる資料をもとに ，熱伝導率についての考察を

深めたいと願う次第である。( 研究員寂啓智〉

|ニュース|

乙のたび中村文夫理事長辞任 lζ 伴い下記のと

おり常勤役員の異動がありましたので，ど高承

の上，前任者問機格別のど支援を賜りますよう

お願い申し上げます。

理 事 長 坂 静 雄 ( 前 書 理 事 長

常任理事

所 長 奥 島 正

常 任 理 事 錦 回 直

事務局長

( 前阪大教授)

( 前自管室)



日本建築協会

月間の動き

昭和49年 3月分

| 評 議 員 会

定時評議員会

28 日 Ｔ 時 ｾ Ｕ 時半於会館集会室

出 席 者 小 川 ，相川正副議長ほか19評議員

委 任 状 井 上 久 雄 ほ か26名

理 事 福 田 副 会 長 ほ か 8 名

議事(1) 評議員会議長及び副議長互選の件

(2) 会長，副 会 長 ( 1名) 選任の件

(3) 理事13名選任の件

(4) 役員重任承認の件

(5) 昭和49年度収支予算承認の件

評議員懇談会 (技術部門〉

22日 Ｔ 時 ｾＵ 時於会館集会室

出席者平瀬評議員ほか 5 名

評議員会副議長候補者 ・会長並びに技術部門

選出の副会長 1 ｾ名 ， 理事 Ｖ 名の候補者推せん

に関して懇談。

理 事

. 6.  

=  

20日 Ｔ 時 ｾＵ 時於会館集会室

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか12理事

議事(1) 寄附金受領の件

(2) 事務局職員給与引上げ等の件

(3) 事務局職員中停年該当者の停年延長の件

(4期日住まいの ロータリー に協力の件

(5) 昭和49年度建築工事実務講習会開催の件

(6) 入退会者承認の件

(7) 報告事項

理事会終了後，同所においぐ大阪ピルメ

ンテナンス協会正副会長等と懇談した。

住 宅 委 員 会

住宅展打合会

1 日 Ｑ Ｑ 時 ｾＲ 時於会館集会室

出席者小西委員長，朝日新聞高宮氏

議事朝日住まいのロ ータリ ーに協力の件

委 員 会

5 日 Ｕ 時半 ｾＸ 時半於会館集会室

出席者小西委員長ほか11委員

朝日新聞 2 名，日本熱学 2 名

議事(1)朝日すまいのロータリーに協力の件

(2) 恒例の住宅展について

くずは住宅展小委員会

15 日 5 時半~ 於会館集会室

出席者岩本委員長ほか 7 委員

朝日新聞 3 名

議事 くずは展センタ ーハウス設計の件

くずは住宅展現場調査

19日 11時- 2 時

出席者岩本委員長ほか 3名

くずは住宅展打合会

23日 2 時- 6 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者小西委員長ほか 7 名

議事 くずは展センタ ーハ ウスの設計

委 員 会

29臼 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者小西委員長ほか10名

朝日新聞 3 名

議事 くずは展センターハウスの設計案検討

| 編 集 委 員 会

広告企画小委員会

4 日 Ｔ 時 ｾ Ｖ 時於会館集会室

出席者隅田正美ほか 5 名

議事(1)広告体制の現状報告( 昭和42年度- 48年

度の広告収入案の実態データ)

(2) 広告担当者の現状報告

(3) 今後の広告企画のあり方 ・目標のたて方

(4) 定例日の制定

委 員 会

11 日 31時- 4 時15分 於 会 館 集 会 室

出席者松村凌三ほか 6 名

議事(1)年間テー 7 のわりふり

(2) 各小委員会の分担 ・企画について

(3) そのほか

総 会

11 日 4 時15分- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者松村皮三ほか15名

議事(1)4 月号= 既成市街地の住宅地整備の方策

特集経過報告

( 2) 5 月号= 北摂ニュ ータウン特集報告

( 3) 6 月号= 建築生産と流通機構の変容特集

案報告

(4) 本文特集テー 7 のわりふり

(5)各小委員会の分担 ・企画 について

(6) そのほか

作品作風小委員会

11 日 6 時- 81時半於会館集会室

出席 者 谷 主 査 ほ か 2 名

議事(1) 5 月号北摂ニュータウンの件

(2) 6 月号作品，大阪市身障者スポー ツセン

ターの件

投稿欄小委員会

27日 3時- 5時 半 於 会 館 3階会議室

出席者増ｾ昌利 ， 鈴木基 之各委員

議事(1)自由投稿の誘導の件

(2) アンケ ート 調査の件

特集小委員会・実務の頁小委員会設備分科会

27日 Ｔ 時 ｾＶ Ｑ 時半於会館集会室

出 席 者 石 田 繁 夫，川本勝各委員

議事(1) 7 月号設備特集の企画

(2) 実務シリーズ設備の頁の企画

特集小委員会・実務の頁小委員会構造分科会

29日 Ｖ 時 ｾＸ 時半於会館集会館

出 席 者 辻 文 三，尾路義一，大野義照各委

員

議事(1)実務シリ ーズ構造の頁の企画

(2)8 月号構造特集について

13) 次回構造分科会開催日

事 業 委 員 会 |

広報小委員会

5 日 Ｖ 時 ｾ Ｗ 時半於会館集会室

出席者三品副委員長，上松，木地幹事

ほか 7 名

議事(1)第 4 回展示写真実施報告

(2) i 建築物の防煙と避難施設について」の

説明会実施報告

(3) 昭和49年度の事業企函について

(4) そのほか

若い会員の集い小委員会

7 日 6 時~ゆ時於住宅公団福島分室

集会室

出 席 者 柳 副 委 員 長，西村，岩永，中村，

宮後各幹事ほか10名

議事(1) 第 9 回「建築家 IL話を聞く会J (2) の企画

について

(2) 次年度第 2 回「工業化工法による建築部

材生産工場見学会J (2) の企画について

(3) 次年度第 3 回「建築家のためのーみどり

一学習会J の企画について

(4)第 8 回「吉野の紙すきと史跡を見る会」

の実施報告

(5) そのほか

小委員会終了後，同所において懇談会を開催

した。

見学会小委員会

8 日 Ｖ 時 ｾＷ 時半於会館集会室

出席者鈴木幹事ほか 5 名

議事 Ｈ Ｑ Ｉ 次年度 Ｔ 月 ｾＵ 月の見学会企画について

(2) 6 月以降の見学会企画について

(3) そのほか

委 員 会

14日 Ｖ 時 ｾＷ 時半於会館集会室

出 席 者 小 泉，柳副委員長，木地，西村幹事

議事(1)各小委員会の事業報告

(2) 次年度 4 月以降の事業企画について

(3) そのほか

教 育 委 員 会

委 員 会

7 日 正午 ｾＱ 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 谷 口 委 員 長，斎藤，力武副委員長

佐々木，藤野，杉村各幹事ほか 5 名

議事(1)昭和49年度「建築工事実務総習会」の企

画について

(2) 昭和49年度の委員会編成について

(3) そのほか

建築工事実務講習会打合会

25日 正午 ｾＲ 時 於会館集会室

建築と社会/ 1974年 5月号 49  



日本長期信用銀行大阪支底 ( 長銀ピル) 新築

工事の見学会

2 日 2 時- 4 時

参加者 52名

設計監理附松田平田坂本設計事務所

施 工 岡 大 林 組

日商岩井 ( 株) 大阪本社ピル新築工事の見学

会 ( 第 1回)

23日 2 時- 5 時

参加者 41名

設 計 監 理 附 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 清 水 建 設 附 ・岡大林組 ・鹿島建

設側共同企業体

. b.  

=  
学見

講師 ・高橋，岸田 ，梅原，相馬 ，

斉藤各講師

委員会 ・宮武副委員長，佐々木，

藤野各幹事ほか 3 名

議 事(1) 受講対象者と定員について

(2)会期と会場について

(3)受講料について

(4) 諮義科目，講師，講義時聞について

(5) テキス トと原稿について

(6) スライド，映画の併用について

(7) そのほか

出席者

建築家に話を聞く会

21日 2 時- 4 時 半 於 大 阪 ク ラ ブ

出 席 者 竹 腰 健 造 先 生，嶋田勝次先生

柳副委員長ほか15名

解体修理中の古建築見学会(2)

一一国宝・法起寺三重塔，復原新築・法輪寺

三重塔一一

30日 1  r時半- 6 時

参加者 33名

若 い 会 員 の 集 い

委 員 会

18日 3 時- 51時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 市 川 委 員 長 ほ か10名

議事(1) 建築基準法改正の概要

(2) 法令問題点アンケ ー トの解答

(3) 次年度法規委員の件

(4) そのほか

. b.  

=  
員委規法

. b.  

τDζ 員委材建

12日 2 時- 4 時 於 日 本 建 築 学 会

出 席 者 山 根 委 員 ほ か17名

議事(1)設備技術者資格問題について

(2) 設監業法及び設監業務法( 職能法) の問

題について

建 築 業 務 基 準 委 員 会

81時半- 9 時半

於大阪グランドホテ J レ

出席者 65名

当日は池川清氏より老人の福祉についてお話

を伺った。

幹 事 会

25日 正午- 2 時 於 会 館 3階会議室

出 席 者 塚 本 代 表 ほ か 7 名

議 事(1)役員半数交代の件

(2) 講演記録に関する件

( 3) 5 月以降講師の件

(4) そのほか

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

12日
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3月 の 入 会 者

委 員 会

19日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者井上 ・ ｾ塚正副委員長ほか Ｙ 名

殺 事(1)No. 46 ( 7 月号〕の掲載予定シ ートについて

(2) 総合目次 ・索引の改訂版発行について

(3) 昭和49年度の委員の委嘱について

(4) そのほか

実務に直結した建築工事別説明会 ( 第 2回)

「建築物の防煙と避簸施設について」

5 日 1時半- 5 時

於大阪科学技術センタ - 8 階大ホール

参加者 320名

講師

五位築物の防煙と避難施設について

大阪市消防局予防部長恩問

題感知及熱感知連動機構について

社団法人，日 本シャッター工業会々員

附日本シャッター製作所工場長

長 尾 秀 樹 氏

防火防煙シャッタ ーについて

社団法人日本シャッタ ー工業会々員

東洋シャッタ ー附技術部長

入江

収納型屋外避難階段について

東洋シャッター側取締役社長

岡田

開 発 部 長

小不動政男氏

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

委 員 会

22日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 山田 ，牧田正副委員長ほか 4 名

議事(1) 吹付材の説明

(2) 昭和49年度委員について

. b.  

コヨZ
明説

一則氏

章典氏

敏氏

上同
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麟麟麟離欝趨輯輯欝鶴輯麓錨融調

内 装 不 燃 材

宮 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

屯 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市五合区八 l陥通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋相防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 Ｑｉ ＷＱｩＭ 聞ｾ帯
新 工 法 ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 d長所

名古屋出d長所

札 脱 出 張 所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュ ドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

工) 苧 ヲ q イト

東京初中央区銀座 8 - 4  - 1  1  ｾＱＱ ｾ ｬｩ＠ 03(571 )2703- 4・2370.4064・0264

大阪市都島区都島中通り 2-3-1  屯活 06(921) 2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 052(811) 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札脱市中央区北三 条東四了目 電話 011(231) 7 5  1  1  

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 0  6  1  5- 0  6  1  8  
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空 調 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

没 計 ・ 施 工
給 排 水 ・ 衛 生 設 備 I J X p l  - ｉ ｊｾ＠

《診雲喜朗目玉業社

本 社 ｾｩ J;( ｭｾｾ 住 �Ｈ［ｴｩｊｾ 担 ＧＺｈｉ ｛ｉ Ｍ Ｒ 7  flI話 (434) 6171( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川区力日仏町T357 itI話 (302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・仙 台 ・名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 釧 路 ・函 館 盛 岡 ・ 繊 浜 ・静岡・ 京 都 ・神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

. 大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸刷 1 - 60 'oI .L.l;f; (441 )8231代表

支 l吉 東京・名古屋大阪・縮問. 1111 t ; ・金沢 ・IJ: I:: ，

営換所 札幌 ー新潟 ・岡山 ・山i絵 ー熊本

出張所 盛岡 ・秋国 ・術j兵・富山 口 回 福 井 京 有11 ・

神戸 ー鹿児砧・ j郎新

給 排 水 ・衛 生

暖 冷 房 ・ 役 会1 設 計 地 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京都市東山区大和大路正面ヒル' ，( t 話京都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / - ';IL話事I i 戸341局 5 8  9  2  

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空気 調 和 設 備

. そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ (11 : 1 鰍 久 判 例)

斎 え Z 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大阪支底 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041附

東京本社 東京都千代回区大手町2- 6- 2( 日本ピルヂング)
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電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

営 業 所 札 縦 ・ fl i I 台 金 沢 ・ 日 訟 ・ 岡 山

:H 1U 所 福 井 ・ :(] ｾｉＤＨ ・ 広 ｉｾＺｪ . 苫 小 牧

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

芸 誌 斎 藤 省 三 商 庖

本 庖 東京都千代田区 J しの l勾 2 の 4 の 1 ;! L ピル 6 7  6 号

包 括 212((¥:) 3751

大阪支唐 大 阪 市 西 区 上 佐 助l i泊 1 の 1 大同ピル 616-1;.

包 括 443(仰3361

京都支庖 京 都 市 南 区 内 九 条 容 日 目T 48 電話 681(f ¥:)1781

支 J吉 礼 申 見 . :r， 占 脳 協 間 千 葉

営 換 所 宇 都 宮 ・ 徽 浜 ・ 熊 本

冷 暖 房

給排水、衛生水道

電 気

厨 房 ム

Z艮士: J t . 衛生施設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

支 庖 長 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 底 東 京 日 比 谷 ・ 三僧ビル

支 底名古屋、福岡、札側、広島、仙台、北陸

出 張 所償訴、金沢、併問、高松

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

φ 三建設備工業ヰ総書枇

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 怖 町 6 5 接 地 電 話 ( 352) 1131 ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋鱗殻町 2 ー22 電 話 ( 667) 3431( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

。株式会社

‘"‘ 

-
-

晃 空 調

本 社 本 lお 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 06- 3 6 3 - 1371

支 広東京都千代田区神田小川町 2丁目 l 番 地 電 話 03- 292ー 7751

名古!; l i市rjl 村区広小路西i曲3丁目 9番地 'ai 3i 丹052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 l 丁目 2 番22号 電 話 0822- 47- 4535

稲岡市中央区大名 2 丁目 4 1s: 22号 電話 0 9 2ー 76- 3795

出 張 所 a 山 偏 件 京 都 ・神 戸 ・ 松 江 ・ 沖 縄

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設計 施 工 一 一

⑮ 
株会社式 ご2重同三

71く エ 業

本 社 大 阪 di 大淀区南浜町T 3 丁目 14番地

干 5 3  1  '112 IT，! i 大阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

東京支1 .
1
1 点京都中央区八丁嘱 4 丁目 11番 7 号

干 1 0  4  ( 神谷 ビJ レ)

1正 ; 市東京 (551) 8  0  4  1  (代表)

出 "u 所 鳥 取 ' Itr. Ｎｾ宇都宮 ・ 者 ｩＮ ｬｴ

lゐ fM. t;，¥ 岡 絵 山 ・高 松

a 邑

吾亘唇新日本空調株式会社

、画Iii:!

大 阪 支 出 大 阪 di ｾｴ＠ I!{ .: ;:: 1:: ， ift IUl 1  - 2  5  ( 新大ビル )

'.ll ぷ (06) 344 - 6  0  3  1  (代 )

本社 ・ 東京支 ｊ￬ｬｾ 点京都中央区日本総本石町4- 2(二三井第二別館 )

'.12治 (03)  279- 5  6  7  1  (大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 帆 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

所

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区1ニイ左事屈通 l ー I4  T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  I  7  1  

支 l吉 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

ー} 著書冊2管 機 構 軍 告 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761(代 )1141 - 8番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京(03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

- 空 気 胸和 設 備 ・給 排水 衛 生設 備 ・ 塗 装 設 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 賓 機 ・ 公害 防止 関 連 機 縁/ a宣言十 ・製 作 ・総 工

、F

gS22 西原衛生工業所大阪底

茄土

. -=:  

ヌl大

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11・2重大阪 ( 458) 3531.

出 張 所 = 京 都 ・ 福 岡

( 旧社名 建 材 社 )

本社 東京支出= 車京都新宿区西新宿H (新宿住まピル.12.13F) ③ (344)1851);: 代

大 阪 支 脂 = 大 阪 市 北 区 中之 島 2 - 22 ⑥ (203)3721 代

名 古 屋 支 l苫= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑧ (211)1535 代

出 張 所 = 札 帆 ・ 仙 台 ・盟 国 金 沢 ・神 戸 間 松

広 助・松 山・福 岡. N' 縄 パ ノコ γ 7

平山互業株式会社@  

暖 ・ 冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

ふ 崎

一←

牽拘ｦｩｾ＠高回 衛 生 ・空 気 調 和 設 備 ・設 計 ・ 施 工

大阪市北区芝回町 55番地( 北阪急ビノレ 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代表)

東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

大阪支 l古

T E L  ( 441 )間 1994 .  ( 443 )  (f り0331 大阪市西区江戸堀通 2 の 2

社本

空 気 調 和 ・ 恒 温 恒 湿 ・ 冷 凍 ・ 冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

温 湿 度 掴 重 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 綴 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不 ニ 鰐 工 業 級 友 翻

大阪市南区順庄町 2 - 5  0  電話 261 - 2436(ft) 

東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1 電話 773- 1231附

銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 払i 岡

本 庖

東京支I苫

営 業 所

大阪市北医布団田T 3  0  1立 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 点 京 仰 干 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 3- 1(新東京ピル)

1lI ｾ 舌 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  ( イ吃)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

1IT. J舌 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 面T 3  - 6  

1lI ｾ舌 Ｈ ＹＷＱ Ｉ 3  6  2  1  

仙 台 支 庖

名古屋支庖

道

設

水

施

ト

生

工

諜

衛

奄

躍

境

j

z
環

計

房

生

設

暖冷

衛

空 気 調 和 設 イ 積

雪 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備 関

c: : : : m哩胆コ

社

大阪市西区京町地 1 丁 目 6 2  電t活 (443) 8161 ( 大代表)

名古屋市中村区水 主町 l の 1 2  電話(541 )0966(  551 )  1655  

東 京 侃 港 区 赤 坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5 階 電 話 (583) ' 1 4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7 丁目 l 向 l 電話 (341) 1778 ・4386

A

S

A

 

式株業工田山

本 社

支 桁

出張所

東 洋 熊 工 務 機 亘 書 舎 鐙 大 陪 安 倍

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京都市南区西九条笠図面T 2  0 番 地 内 1

電 結 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満僑北詰)

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

大湾市打出浜 13 ー 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電路③ 3 6  1  0  

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各 種 プ ラ ン ト 設 備
会 社

⑨ 

各 種 送 風 機 ・ 風 力 輸 送 装 置

空 調 機 器 類 ・ 公 害 防 止 装 置

相坦京都支庖

設 計 製 作

⑩ 

大 阪 支 J吉

回 目 前 支 J苫

大津営換所

津 営 喋 所

ＱＱｾ ＹＮ シ株 式 舎 社

2舎町震居期Zc;"，uT  

仙 田 四 郎

関 西 媛 房 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市住吉区万代束 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281 ( 大代)

営業所 東京・名古屋・京都・広島・福岡 工場 和泉・名古屋

テレックス 本社 No. 562 - 7688 和泉工場 No. 538- 5898 

代表取締役

旧社 名

ーーーーーーーーー・ Ｔ 司 ＺｾＺｕ 喧ＺＮｴ

ー・5=..........

③同掛議橋部
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 高 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

社

A

Q

一

A

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

電 気 設 備 の 頁

ー詮

社

A

G

一
品式株業工栗 原

ヰ土

本社営難所

本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東阪急ビル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東京・名古屋 ・舞 鶴 ・大阪南・神戸 ・広 島 ・九州|

信原栗取 締 役 社 長

京都営難所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区 ｩ ｩＧｾＱｴｩｬ続五丁目二八番地屯話大阪 Ｈ ＲＰＲＩＰＳＲＵ Ｍ 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 地 5 号

支 社 札 帆 . (1[1 台 . JL / 内 ・ 名 古 屋 ・稲 岡

出 張 所 旭 川 白 河 ・ 績 浜 静 岡 ・ 72 山

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、ー

代表取締役 林 敏 夫

社 大 阪 市 北 区 制 j :笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 的 利 崎 町 3 丁目 2 番 地

屯 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

底

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事
電 気 ・唖冷房・空間エ羽目安置十施工

ｾ＠ 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市織東区野江東之町 3丁目II 電話大阪 (931)7004

奈良県御所市御国通 3 6 0 電話御所2

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方( (3)8659 ・(44)9232

A

S

A

 

本 電中

本

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 制 笠 岡T 五 O ( 盆ビル三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新僑二一一六( ニュー新怖ピ J レ七階)

電 話 (504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・熊

ネ土

社

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営業所

教方営業所

活支

本神営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ピル)

電 話 東 京 (491 )1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 1 1 f T 2  3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

キ土

庖

本

支

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 締 ヶ 校 町 5 6  ifi: t也

Ｇｾ話 大 阪 大 代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 尾 ・pq 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・ヰi Ht ・'I' i ' ( ，岡・水 μ ・福 岡

社本

営 業 所
支r，t: ;

営業所 群出号置戸斤

電 気 工 事 設 計 施 工

キ富士電業株式会社
社

A

Q

一
品

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式藤太 陽 工エ

実問 中取締役社長郎四林取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福

4

ム

A

イ
ι

，

本

大 阪 市 福 仏 区 上 福 山 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

千土本

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462- 1  3  0  1 (代)

電力工事本部

岡営業所

A

Q

冨

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商

本 永 造

電気設備設計施工

倒

v

山

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

ｾＱｉ訴大阪 Ｈ ＳＶＴ Ｉ 代 Ｓ 0  5  6  

東 京 都 港 区 新tiii 5 - 3 4 - 6 相馬ビル 5 階

ｾｉｉ 話来京 Ｈ ＴＳＴ Ｉ 3848 ・(431) 8435 

大阪商・キL眺・名古屋 - 四日市 - 松 山 ・徳 山

取締役社長

ネ土

東 京 支 府

本

高千歳亀縦株式会結

雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - [  0  

電 話 大 阪 (06) 358 ー [ [  7  [ 大代表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九 刈

久崎

山

一

局

取 締 役 社 長

キ土本

所張出

営 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

b

t

o

v

 

各 種

ガラス製品卸問屋

ボ
、ソ

自愛
f 耐

陶器、

居商

セトモノのデパー卜

石理橋 大矢

式

社

株

会

顎吉田芳雄商庄事辺

大 阪 支 唐

大 阪 市 東 区 高 麗 橋二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 )  4 9 0 5  

ノ

設計施工室内装飾• 家具造作

図閥

ニ葉屋装備工業株式会社

( 創業大正 7 年)

似〉 社 寺 数 奇 屋 周 瓦 大 仏 瓦

"1ムr 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 …・・ 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

v 、 / 内 外 装 用 策 変 美 術 タ イ ル…一 大 イ ム タ イ ル

新 発 売 一・・・・・・・ 古代土器調高温〆タイル ー 大 仏 古 代 タ イ ル

京都市東山区今熊野大 fム池田町 9 の 9 075(541)3344(代)

東京郎干代田区内神凹 1丁 目 6 番 2 号 03 (291)0491- 2  

T軒ネ争目午ピ J レ3 F  

京都情ホ ー山 城 瀬 戸

建設省認定の防火材料

基材向等 o  0  0  3号

基材向等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

ヱ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電 話 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

コニ 場

ナニワ媛匂 12ii

!  奉 仕 感 謝 の 底 |  

e f 水 濁 人 的 防 止

耐 震 耐! 乱

5弓 安 定 耗 量

琶瓦

五株

量 式

琵 会

室ｾＮ土

底の

タ イ ル 工 事 施 工|

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

'11 ) 孝窯業高怠

( カタ ログ進呈) .

サ ン エ ス

5 5 5  

..軍司

会 桂⑪ 

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町パス停前 )

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 o 4  6  1  

姫路市北条口 12 6 番地 ( 住友生命保険ビル H 皆

電 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  

キ土本

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  T E L  (345)9055(代表)

御 吹 台 業 所 大 阪 市 東 区 本 田 [ 4- 27御 堂 ピ ル T E L (252)  3  9  0  6  

険 J M営 業 所 大 阪 市 東 区 隙 椀 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

姫路営業所

一_ j L _  

1 「

A M. 1O.OO- P. M.5 .00 

日目窪 ・全兄日はイ木官官

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  ( 06 ) 364 - 2054 

皆様の見本室

タイル

常 設 展 示 場

年中見ていただける

55 
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

' . '  

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー - リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ フ' ⑮シ ャ ッ タ ー ・ 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 盤

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 間 伎 町1- 12 日 生 ビ ル f i  ( 943)  6571代 表

点京 ・ 償浜 ・ 民主岡 Ｎ ｾｭ 山 ・ 水戸 ・ 浜松 ・ 岡崎 ・ ＱＢ ， 宵屋 ・ 日山 ・ 大 ｩ It .京 都 ・場¥l ・神戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

ス チ ー ル
サ

、y
ユノ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ 、ソ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

曲目i FT.Kミ
套22 三 高 製 作 所

' fon 'ty o l n.， 

送 風 機
営 業 品 目

L A F  リミットロードエヤーホイル77.ン

L E F  リミットロードアード 7 7 ン

S A F ストリームラインファン

H A F タ

P A F プ

MA F 多

;j{ フ ァ ン

レ ー ト 7 7 ン

送 風 機事見

C A F 直 流 式 静 管 送 風 機

V A F 可 変 式 柏 流 送 風 機

T A F 柏 流 送 風 機

J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

J::il ピ 製 耐 般 送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

本 社 ・ 工 場

東 京 出 張 所

九 州t 出 現星野干

干 536 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 路 大 阪 ( 06) 9  3  1  - 7  8  0  2  ( 代)

〒 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 話 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

干 8 1 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1 号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1  - 7  3  9  6 番

-
， 



N. G. C. 書記

内外ｾ業株式会結

。

大 阪市 東 住 吉 区桑 津町 3 丁目 16番地工場

軽し、

シ マ メ タ ル-・・・・・・圃.

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

大 島 応 用 化 学 ( 745 ) 5121 - 5  

! 燃えなし、

ーオ

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

東 大 阪市 新 庄

腐 ら な い

一フカケL  

ヤ

マ

S

F

m
ぬ

渓

吹付・・ ・に 1 '  ， ， 

塗 付 … に ) 王 府

| 石綿

完 全 耐 火 )

s，ZPヨ・スト- P

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

， 

• 

( 旭化成ミュ- ) レコー卜・セット品)

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 | 新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 (538) 2951- 5・(541)57

営 業 所 東京 ・高槻 ・明石・姫路・凹国 ・中国

57 



モ ル タ ル ・ コ ン ク リ ー ト 用

ご一報 次 第

カタログ進呈します

女 然 え な い

わ れ な い

禽 ら な い

カ タ ロ グ 御請 求 下 さ い 。

58 

本

事マ ノ - ) レ防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し、 硬化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト粒 子 に 披 水性 を 与 え て 毛細 管 の 表

面 強 力 を 低 下 さ せ 、 吸水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

事A E 効 果 に よ り : i M 量 の 空 気 を 述 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ 主 な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 渚 性 に よ っ て 材 料 分離、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

車セ メ ン ト と 結 合 し た 生成 物 は 永 久 不 変 質 の物 質で、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の 腐 蝕 ・l腐 朽 を 防止 し

て 機 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

ｚＲＲＭｾＨ セメント起泡剤 ＱＩＭ S  . .  : ' - I . .  怒ぬ抗エ)

関 東 営 業所

東 北営 業所

盛 岡 営業 所

大 阪 営業 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 肋 材 綜 合 メ ー カ 一

株式、由田昌1 1- 司- S + 1  

会 社 ......EI ，・園・ .... ..A園

東 京 都 品 川 区 大 弁 1 - 15 ー 1 t宝 東 京 ( 774) 41 11代 表

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2 1 3  を宝 土 浦 ( 21)  5  1  8  9  

相 j:A U県 桐 島 市 下 野 寺 字 遠 原 宜主 もｉｬ￮ ｬＺｾｪ ( 34 )  7  1  1  1  

岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 12- 50 宜主 盛 岡 ( 24)  0  2  1  3  

大 阪 市 東 成 区 東 中 本 2 - 17- 26 宜主 大 阪 ( 971) 4  7  6  5  

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( O. P . M)

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P . M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通風器・排気ダクト・モニター

オリ工! J ' ｊｾ￟ｾ＠ ｊｾ 製造株式会祖
社 兵 庫 県 尼 崎 市昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42)  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  ' i ' t i 話大阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 I苫 及 エ 渇 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 八幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 支1吉 及 工場 名古 屋 市 中 村 区 泥 江町 1の 24第 2中 経 ピ J レ 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4  



、

全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩ピの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

三 星 ピサロ ンは、材料だけの販売 は い た し ま せ ん。

責任 施工 の 出来 る協組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時f- t です

一 一 ピサロ ンの新しい色調、 パ ターンは、現代の

イ ンテ リアデザインに 要 求 される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 町 の 超 高 層 世 界 貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

はその模様がフランスの画家 ピサロのタ ッチ に 似

ていることから、名付けられたものです。

合

合

組

組

同

同

協

協

業

業

¥

/

事

事

ヨ

ロ

事

事

E

同

工

工

回

目

床

床

F

r

本

本

字

国

日

-

E

一
、

東

西

/

¥ ゼ' 自主

* 規 絡= 333 .3 x 333 . 3  X  2 協 9 枚 1m'

青色 数= 22色

安 価 格= 2 明.，，} 写品 2，100円 I m' ( 300m' 以上)

小部屋' . ' I IJJ 哲 ・ 階 段40% 目玉

耐 混 工 法 は 150円高

製 造 元= 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 招 | の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  
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画期的なワンタ ッチ工法

γ フト λ )7 I トレ 7  r  "  J イナ

り ン ヲ ノ 子 で ' トを目町 'J 1'1 

きるので、今. ; ; " の 訟 1 !  

太11I に仁T紛 F れま t

] s 生可:1

rrl 当り 20kgの軽 さ

ｩ ｬｬｩＧ ，ＧｊＯＮｩ祁付 ｬ 土 Ｑｾｾ ＴＧＮ ｦ ｴＮき ｴ ながら ｴ ， 、

偽能を司ｾ ｪ 無駄のな ｌ 、 ｩｬ ，ｾ Ｎ ｾ＠ ｾ＠

粁 I，t化はもーより、泌総、 (1 ｾｮＺＺ＠

ン e T  1 7 l  t.J 

tJ JIIJ l 、"t

.1 t. ;  ...ル

透過損失41dBの遮音効果

l  Iqf 会! ，I ; の周波れ250' - 20∞I ! zl t+ 

A孟AtltJl 9<はゲ J λ 今 ル屯広タ f

uB，レ牛 . i  7" f  C"13. 4dB 

リl から、従来の ..u刊 :11 ＱＺ 切 ω［ｾＧ Ｚｬ tt: 

ｾｮ［＠ Ｈｦｾ Ｑｊ＠ ｉｾｾ で ｪ
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日
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阪

宝

庫

ｾ＠

ヨコ|ト==111:

藤

昌

恒

明

因 。Ｎ……川 ｎＺｴＩｾＨ

ー，、j=、
稼式会社 ｴｾｾＷ

〒54L λ Vx r干苛宇叶」制高荷主3 2 官 06.632 Ｇｬｾｬｦ｜［＠ . 南分室 { 建装部〉〒ち56 え阪寸，良速か日本橋東4 ，4  1  t t  (C焔) 643 22771¥ 

124 行・名古屋出彊所 干4o・Z 才; f-;l"'，中JI f T. 匙a) H ・ a 2' ｬ￳ｾ＠ 3' nf t ・綱同出張所 〒 ＶＲ 福岡 ｲｦｩｴ 揮ｾＧＢ情事駅喝 ＶＮ 2， 22 .. ω2143 43561¥; 

41 64. 39符・広島 出張所 存乃0 ，1 ; 島声企&冒)6.4 ・ 0622162，17あ ー本社工場 〒，16 ，巨大古有木正喝 ・ J 72'c: .u.l' I  ｾｉ＠ ft 

主大阪 ( 06) 231 9648 ・9649 ・9640 探 笹 口 盛 大 阪39975番え阪市i Rl ? < ｾｲ ，異 Ｓ 37 干切 lｮｾ＠日.主人.  ｾＱ＠

株式会社マ ンテン一一一一一

東京支庖 〒116 1 1 ! 京む江東ぜ大島

札慢 出張所 干氏ｾ . L昭市東[ . It J < 畳曹

4土必 お み び入会のあ• 


